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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　織物物品を前処理する方法であって、（ａ）洗濯ケア組成物を提供する工程であって、
前記洗濯ケア組成物が、洗濯ケア成分、及び前記洗濯ケア組成物の重量に基づいて少なく
とも０．００１重量％のロイコ着色剤を含むロイコ組成物を含む、工程と、（ｂ）前処理
工程で、前記洗濯ケア組成物を前記織物物品の染みと接触して配置する工程と、（ｃ）前
記織物物品を、変換剤を任意で更に含む液体媒体と接触して配置する工程と、（ｄ）任意
に、前記ロイコ組成物の少なくとも一部を変換して酸化ロイコ組成物を形成する工程と、
（ｅ）前記ロイコ組成物及び／又は前記酸化ロイコ組成物の少なくとも一部を前記織物に
付着させる工程と、（ｆ）任意に、前記織物をすすぐ工程と、（ｇ）任意に、前記織物物
品を乾燥させる工程と、を含み、前記ロイコ組成物が、式（ＶＩＩ）の構造を有する１つ
以上のロイコ着色剤を含む、織物物品を前処理する方法。
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【化１】

（式中、各添え字ｃは、独立して、０、１又は２であり、各Ｒ４は、（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ
）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ）Ｈであり、各添え字ａは、独立して、１～５０の整数であり、各
添え字ｂは、独立して、０～２５の整数であり、ロイコ着色剤中の全ての独立して選択さ
れるａの整数の合計は、１００以下であり、ロイコ着色剤中の全ての独立して選択される
ｂの整数の合計は、５０以下である。）
【請求項２】
　前記ロイコ着色剤が、９０未満のＦＳＶを有する、請求項１に記載の織物物品を前処理
する方法。
【請求項３】
　前記変換剤が、塩素、二酸化塩素、次亜塩素酸塩、及びこれらの混合物からなる群から
選択される、請求項１又は２に記載の織物物品を前処理する方法。
【請求項４】
　前記変換剤が塩素である、請求項１～３のいずれか一項に記載の織物物品を前処理する
方法。
【請求項５】
　前記洗濯ケア成分が、界面活性剤、ビルダー、キレート剤、移染防止剤、分散剤、酵素
、酵素安定剤、触媒物質、漂白活性化剤、ポリマー分散剤、泥汚れ除去剤、再付着防止剤
、増白剤、抑泡剤、染料、香料、香料送達系、構造化剤、布地柔軟剤、担体、ヒドロトロ
ープ、加工助剤、顔料、酸化防止剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請
求項１～４のいずれか一項に記載の織物物品を前処理する方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ロイコ着色剤を含有する洗濯ケア組成物で織物物品を前処理する方法を記載
する。これらの種類の着色剤は、安定した実質的に無色の状態で提供され、次いで、例え
ば、酸素への曝露、イオン添加、光への曝露などの特定の物理的又は化学的な変化に曝露
されると、濃い有色状態に変換され得る。ロイコ着色剤を含有する洗濯ケア組成物で織物
物品を前処理する方法は、明らかな又は視覚的に知覚される白色度を向上させると同時に
織物物品の領域に直接洗濯ケア組成物を塗布することを可能にするか、又は所望の色相を
織物物品全体に経時的に付与し、洗濯ケア製剤が塗布された領域における染みのリスクを
最小限に抑えるように設計される。
【背景技術】
【０００２】
　経年により、布地基材は、光、空気、汚れへの暴露、及び基材に含まれる繊維の自然劣
化により、色あせ又は黄変する傾向がある。したがって、これら織物基材を視覚的に改良
し、色あせ及び黄変を相殺するために、消費者製品を着色するための高分子着色剤の使用
が従来技術において周知となっている。例えば、織物用途においては、蛍光増白剤又は青
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味剤のいずれかのホワイトニング剤を使用することが周知である。
【０００３】
　時折織物物品において偶発的な染みを経験する消費者は、特に洗剤がこのような用途に
便利な液体形態で提供されるとき、その通常の用量の洗剤の一部でこのような領域を前処
理することを望む場合がある。織物物品の任意に湿らせた染みの付いた部分を、希釈して
いない洗剤で直接処理し、短時間放置し、予め直接塗布されなかった通常の用量の洗剤の
一部と共に、織物物品を洗濯物に加える。しかしながら、洗濯ケア製剤に使用される従来
の増白剤は、織物物品に直接塗布されたときに、望ましくないスポット状の染みを引き起
こす恐れがある。
【０００４】
　また、ロイコ染料は、特定の化学的又は物理的なトリガに曝露された際に、無色又はわ
ずかに有色の状態から有色の状態への変化を呈することも従来技術において知られている
。生じる呈色の変化は、典型的には、人間の目で視覚的に知覚可能である。大部分の有機
化合物は、可視光領域（４００～７００ｎｍ）において多少の吸光度を有するので、多か
れ少なかれ多少の色を有する。本発明では、染料は、その適用濃度及び条件ではそれほど
発色しなかったが、トリガされた形態では著しく発色する場合、「ロイコ染料」であると
見なされる。トリガ時の色の変化は、４００～７００ｎｍの範囲、好ましくは５００～６
５０ｎｍの範囲、最も好ましくは５３０～６２０ｎｍの範囲におけるロイコ染料分子のモ
ル減衰係数（いくつかの文献ではモル吸光係数（molar extinction coefficient）、モル
吸収係数、及び／又はモル吸光係数（molar absorptivity）としても知られる）の変化か
ら生じる。トリガ前後のロイコ染料のモル減衰係数の増加は、５０％よりも大きく、より
好ましくは２００％よりも大きく、最も好ましくは５００％よりも大きくなければならな
い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、物品に望ましくないスポット状の染みをつけることなく所望の消費者向け
白色度効果を送達するために、前処理工程で織物物品に直接塗布することができる青味剤
が依然として必要とされている。
【０００６】
　驚くべきことに、本特許請求されるロイコ着色剤が、物品に望ましくないスポット状の
染みをつけることなく所望の消費者向け白色度効果を可能にするために織物物品を前処理
する方法を提供することが見出された。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様では、本発明は、織物物品を前処理する方法であって、（ａ）洗濯ケア組成物を
提供する工程であって、洗濯ケア組成物が、洗濯ケア成分、及び少なくとも０．００１重
量％のロイコ着色剤を含むロイコ組成物を含む、工程と、（ｂ）前処理工程で、洗濯ケア
組成物を織物物品の染みと接触して配置する工程と、（ｃ）織物物品を、変換剤を含む液
体媒体と接触して配置する工程と、（ｄ）ロイコ組成物の少なくとも一部分を変換して酸
化ロイコ組成物を形成する工程と、（ｅ）酸化ロイコ組成物の少なくとも一部分を織物に
付着させる工程と、（ｆ）任意に、織物をすすぐ工程と、（ｇ）織物物品を乾燥させる工
程と、を含む、織物物品を前処理する方法を提供する。別の態様では、ロイコ着色剤は、
本明細書の方法の項で更に説明されるとおり、約９０未満の分別染色値（Fractional Sta
ining Value）を有する。好ましいロイコ着色剤は、約９０未満、又は約８０未満、より
好ましくは約７０未満、又は更には約６０未満、最も好ましくは約５０未満のＦＳＶを有
する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　定義
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　本明細書で使用するとき、用語「アルコキシ」は、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、及びブチレ
ンオキシド、グリシドールオキシド、エチレンオキシド、又はプロピレンオキシドなどの
繰り返し単位を有するポリオールのアルコキシ誘導体を含むことを意図する。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、互換可能な用語「アルキレンオキシ」及び「オキシアルキレ
ン」、並びに互換可能な用語「ポリアルキレンオキシ」及び「ポリオキシアルキレン」は
、一般に、以下の繰り返し単位：－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－、－Ｃ４Ｈ８Ｏ－、及
びこれらの任意の組み合わせの１つ又は２つ以上をそれぞれ含有する分子構造を指す。こ
れら基に対応する非限定的な構造としては、例えば、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－、及び－
ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）Ｏ－が挙げられる。更に、ポリオキシアルキレン構成要素は
、Ｃ２～２０アルキレンオキシ基、グリシジル基、又はこれらの混合物から選択される１
つ以上のモノマーからなる群から選択されてもよい。
【００１０】
　本明細書において、用語「エチレンオキシド」、「プロピレンオキシド」及び「ブチレ
ンオキシド」は、それぞれ、これらの典型的な表記である「ＥＯ」、「ＰＯ」及び「ＢＯ
」で示される場合がある。
【００１１】
　本明細書で使用するとき、用語「アルキル」及び「アルキルキャップ化」は、置換又は
無置換の炭化水素から水素原子を除去することによって形成される任意の一価基を意味す
ることを意図する。非限定的な例としては、Ｃ１～Ｃ１８アルキル基、一態様では、Ｃ１

～Ｃ６アルキル基を含む分岐状又は非分岐状、置換又は無置換のヒドロカルビル部分が挙
げられる。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、特に明記しない限り、用語「アリール」は、Ｃ３～Ｃ１２ア
リール基を含むことを意図する。用語「アリール」は、炭素環式及び複素環式のアリール
基の両方を指す。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、用語「アルカリル」は、任意のアルキル置換アリール置換基
及びアリール置換アルキル置換基を指す。より具体的には、この用語は、追加の置換基を
含んでいても含んでいなくてもよいＣ７～１６アルキル置換アリール置換基及びＣ７～１

６アリール置換アルキル置換基を指すことを意図する。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、用語「洗剤組成物」は、洗濯ケア組成物の一部であり、布地
を洗濯するための製品が挙げられるがこれに限定されない洗浄組成物を含む。このような
組成物は、洗浄工程の前に用いるための前処理組成物であっても、すすぎ時添加用組成物
、並びに、漂白添加剤及び「シミ取りスティック」又は前処理タイプのような洗浄助剤で
あってもよい。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、用語「洗濯ケア組成物」は、特に指定しない限り、顆粒状、
粉末状、液状、ゲル状、ペースト状、単位用量型、棒状、及び／又はフレーク状の洗浄剤
及び／又は布地処理組成物を含み、例えば、布地を洗濯するための製品、布地柔軟化組成
物、布地強化組成物、布地フレッシュニング組成物、並びに布地をケア及びメンテナンス
するためのその他の製品、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定され
ない。このような組成物は、洗浄工程の前に用いるための前処理組成物であっても、すす
ぎ時添加用組成物、並びに漂白添加剤及び／又は「シミ取りスティック」、又は前処理組
成物、又は乾燥機添加用シートなどの基材付き製品などの洗浄助剤であってもよい。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「ロイコ」（例えば、化合物、部分、ラジカル、染料、
モノマー、断片、又はポリマーに関して使用するとき）は、特定の化学的又は物理的なト
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リガに曝露された際、１つ以上の化学的及び／又は物理的な変化を受け、その結果、第１
の色状態（例えば、無着色又は実質的に無色）から第２のより高度に有色の状態へとシフ
トする実体（例えば、有機化合物又はその一部）を指す。好適な化学的又は物理的なトリ
ガとしては、酸化、ｐＨ変化、温度変化、及び電磁放射線（例えば、光）曝露における変
化が挙げられるが、これらに限定されない。ロイコ実体において生じる好適な化学的又は
物理的な変化としては、分子内環化などの酸化及び非酸化的変化が挙げられるが、これら
に限定されない。したがって、一態様では、好適なロイコ実体は、発色団の可逆的に還元
された形態であり得る。一態様では、ロイコ部分は、好ましくは、上記の化学的及び／又
は物理的なトリガのうちの１つ以上に曝露された際、第１及び第２のπ系を組み込んだ第
３の複合π共役系に変換され得る、少なくとも第１及び第２のπ系を含む。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「ロイコ組成物」又は「ロイコ着色剤組成物」は、本明
細書で更に詳細に記載されるように、独立して選択される構造を有する少なくとも２種の
ロイコ化合物を含む組成物を指す。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、ロイコ着色剤の「平均分子量」は、その分子量分布によって
決定したときの重量平均分子量として報告され、その製造プロセスの結果として、本明細
書に開示されるロイコ着色剤は、そのポリマー部分に繰り返し単位の分布を含み得る。
【００１９】
　本明細書で使用するとき、用語「最大吸光係数」及び「最大モル吸光係数」は、４００
ナノメートル～７５０ナノメートルの範囲における最大吸光波長（本明細書では最大波長
とも称する）におけるモル吸光係数を表すことを意図する。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、用語「第１の色」は、トリガ前の洗濯ケア組成物の色を指す
ために使用され、無色及び実質的に無色を含む任意の色を含むことを意図する。
【００２１】
　本明細書で使用するとき、用語「第２の色」は、トリガ後の洗濯ケア組成物の色を指す
ために使用され、目視検査又は分光測光分析などの分析技術の使用のいずれかを通じて洗
濯ケア組成物の第１の色と区別可能な任意の色を含むことを意図する。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、用語「変換剤」は、その既知の形態（一重項及び三重項の状
態）のいずれかにおける分子酸素以外の、当該技術分野において周知の任意の酸化剤を指
す。
【００２３】
　本明細書で使用するとき、用語「トリガ剤」は、ロイコ組成物を無色又は実質的に無色
の状態から有色の状態に変換するのに好適な反応物質を指す。
【００２４】
　本明細書で使用するとき、用語「ホワイトニング剤」は、白色の綿布における場合、２
１０～３４５の相対色相角、又は更には２４０～３２０の相対色相角、又は更には２５０
～３００（例えば、２５０～２９０）の相対色相角を有する色相を布に提供する、トリガ
されたら染料を形成することができる染料又はロイコ着色剤を指す。
【００２５】
　本明細書で使用するとき、「セルロース基材」は、重量基準でセルロースの少なくとも
大部分を占めるあらゆる基材を含むことが意図される。セルロースは、木材、綿、亜麻布
、黄麻及び麻布に見出すことができる。セルロース基材は、粉末、繊維、パルプの形態、
並びに粉末、繊維及びパルプから形成される物品の形態であってよい。セルロース繊維と
しては、綿、レーヨン（再生セルロース）、アセテート（セルロースアセテート）、トリ
アセテート（セルローストリアセテート）及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに
限定されない。セルロース繊維から形成される物品としては、布地などの織物製品が挙げ
られる。パルプから形成される物品としては、紙が挙げられる。
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【００２６】
　本明細書で使用するとき、特許請求の範囲において使用される「ａ」及び「ａｎ」など
の冠詞は、特許請求又は記述されるものが１つ以上であることを意味すると理解される。
【００２７】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（「ｉｎｃｌｕｄｅ／ｓ」及び「ｉｎｃｌｕｄｉ
ｎｇ」）」は非限定的であることを意味する。
【００２８】
　本明細書において使用するとき、用語「固体」は、顆粒、粉末、バー及び錠剤の製品形
態を含む。
【００２９】
　本発明で使用する場合、用語「流体」は、液体、ゲル、ペースト及び気体の製品形態を
含む。
【００３０】
　本出願人らの発明のパラメータのそれぞれの値を求めるには、本出願の試験方法の項で
開示される試験方法を用いるべきである。
【００３１】
　別途記載のない限り、全ての成分又は組成物の濃度は、当該成分又は組成物の活性部分
に関するものであり、かかる成分又は組成物の市販の供給源に存在し得る不純物、例えば
残留溶媒又は副生成物は除外される。
【００３２】
　全ての百分率及び比率は、別途記載のない限り、重量基準で計算される。全ての百分率
及び比率は、別途記載のない限り、全組成に基づいて計算される。
【００３３】
　一態様では、２００～１，０００ｎｍ（より好ましくは４００～７５０ｎｍ）の範囲の
波長における最大吸光度における上記第２の有色状態のモル吸光係数は、第２の有色状態
の最大吸光度の波長における上記第１の色状態のモル吸光係数の好ましくは少なくとも５
倍、より好ましくは１０倍、更により好ましくは２５倍、最も好ましくは少なくとも５０
倍である。好ましくは、２００～１，０００ｎｍ（より好ましくは４００～７５０ｎｍ）
の範囲の波長における最大吸光度における上記第２の有色状態のモル吸光係数は、対応す
る波長範囲における上記第１の色状態の最大モル吸光係数の少なくとも５倍、好ましくは
１０倍、更により好ましくは２５倍、最も好ましくは少なくとも５０倍である。当業者で
あれば、これら比がはるかに高くなり得ることを理解するであろう。例えば、第１の色状
態は、４００～７５０ｎｍの波長範囲においてわずか１０Ｍ－１ｃｍ－１の最大モル吸光
係数を有していてよく、第２の有色状態は、４００～７５０ｎｍの波長範囲において８０
，０００Ｍ－１ｃｍ－１以上もの最大モル吸光係数を有していてよく、この場合、吸光係
数の比は８，０００：１以上になる。
【００３４】
　一態様では、４００～７５０ｎｍの範囲の波長における上記第１の色状態の最大モル吸
光係数は１０００Ｍ－１ｃｍ－１未満であり、４００～７５０ｎｍの範囲の波長における
上記第２の有色状態の最大モル吸光係数は、５，０００Ｍ－１ｃｍ－１よりも大きく、好
ましくは１０，０００、２５，０００、５０，０００又は更には１００，０００Ｍ－１ｃ
ｍ－１よりも大きい。当業者であれば、１つを超えるロイコ部分を含むポリマーが、第１
の色状態において有意に高い最大モル吸光係数を有し得る（例えば、多数のロイコ部分の
相加効果又は第２の有色状態に変換された１つ以上のロイコ部分の存在に起因する）こと
を認識し、理解するであろう。
【００３５】
　本発明は、織物基材を白色化するための色相を提供するために、液体洗濯洗剤などの洗
濯ケア組成物に使用するのに有用であり得る分類のロイコ着色剤で織物物品を処理する方
法に関する。ロイコ着色剤は、本質的に無色であるか、又はほんのわずかに有色であるが
、活性化時に強烈に発色することができる化合物である。洗濯ケア組成物においてロイコ
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化合物を使用する１つの利点は、このような化合物は活性化されるまで無色であるので、
洗濯ケア組成物がそれ自体の色を呈することができる点である。ロイコ着色剤は、一般に
、洗濯ケア組成物の原色を変化させない。したがって、このような組成物の製造業者は、
青味剤などの添加成分が組成物の最終色値に影響を及ぼすことに関して懸念することなく
、消費者にとって最も魅力的な色を処方することができる。
【００３６】
　本明細書における織物物品を前処理する方法で使用される洗濯ケア組成物中に存在する
ロイコ着色剤の量は、本発明の目的を達成するのに好適な任意の濃度であってよい。一態
様では、洗濯ケア組成物は、約０．０００１重量％～約１．０重量％、好ましくは０．０
００５重量％～約０．５重量％、更により好ましくは約０．０００８重量％～約０．２重
量％、最も好ましくは０．００４重量％～約０．１重量％の量のロイコ着色剤を含む。
【００３７】
　別の態様では、本明細書における織物物品を前処理する方法で使用される洗濯ケア組成
物は、０．００２５～５．０ミリ当量／ｋｇ、好ましくは０．００５～２．５ミリ当量／
ｋｇ、更により好ましくは０．０１～１．０ミリ当量／ｋｇ、最も好ましくは０．０５～
０．５０ミリ当量／ｋｇの量のロイコ着色剤を含み、ミリ当量／ｋｇの単位は、洗濯組成
物１ｋｇ当たりのロイコ部分のミリ当量を指す。１つを超えるロイコ部分を含むロイコ着
色剤では、ミリ当量数は、以下の等式によるロイコ着色剤のミリモル数に関連する：（ロ
イコ着色剤のミリモル）×（ロイコ部分のミリ当量数／ロイコ着色剤のミリモル）＝ロイ
コ部分のミリ当量。ロイコ着色剤当たり単一のロイコ部分しか存在しない場合、ミリ当量
／ｋｇの数は、洗濯ケア組成物の１ｋｇ当たりのロイコ着色剤のミリモルの数に等しい。
【００３８】
　一態様では、本発明は、ジアリールメタンロイコ、トリアリールメタンロイコ、オキサ
ジンロイコ、チアジンロイコ、ヒドロキノンロイコ、アリールアミノフェノールロイコ、
及びこれらの混合物からなる群から選択されるロイコ組成物に関する。
【００３９】
　本明細書で使用するのに好適なジアリールメタンロイコ化合物としては、本明細書に記
載される第２の有色状態を形成することができるジアリールメチレン誘導体が挙げられる
が、これらに限定されない。好適な例としては、ミヒラーメタン、－ＯＨ基で置換された
ジアリールメチレン（例えば、ミヒラーヒドロール）並びにそのエーテル及びエステル、
－ＣＮ基などの光切断性部分で置換されたジアリールメチレン（ビス（パラ－Ｎ，Ｎ－ジ
メチル）フェニル）アセトニトリル）、並びに同様のこのような化合物が挙げられるが、
これらに限定されない。
【００４０】
　一態様では、本発明は、以下から選択される基に一致する１つ以上のロイコ化合物を含
む組成物で織物物品を処理する方法であって、
【００４１】
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【化１】

　（ｆ）これらの混合物；
　式Ｉ～Ｖのその酸化形態に対する比が、少なくとも１：１９、１：９、又は１：３、好
ましくは少なくとも１：１、より好ましくは少なくとも３：１、最も好ましくは少なくと
も９：１又は更には１９：１である、方法に関する。
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【００４２】
　式（Ｉ）～（Ｖ）の構造中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ１５は、独立して、水素、アル
キル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、及びＲ４

からなる群から選択され、Ｒ４は、２８～５００、好ましくは４３～３５０、更により好
ましくは４３～２５０の範囲の上記モノマー分子量を有する１つ以上の有機モノマーで構
成される有機基であり、有機基は、式Ｉ～Ｖの構造に一致する１つ以上の追加のロイコ着
色剤部分で置換されていてもよい。式（Ｉ）の構造中、各環Ａ、Ｂ及びＣにおける各個々
のＲｏ、Ｒｍ、及びＲｐ基は、独立して、水素、重水素、及びＲ５からなる群から選択さ
れ；各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、ニトロ、アルキル、置換アルキル、アリール、置換
アリール、アルカリル、置換アルカリル、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－
ＮＲ１Ｒ２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ
２、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
１、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲ１、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ
）Ｒ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＳＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＮＲ２Ｒ
３、－Ｐ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）Ｏ－、及び－Ｐ
（Ｏ）（Ｏ－）２からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最
も好ましくは０の整数であり、異なるＡ、Ｂ及びＣ環における２つのＲｏ基が結合して、
５員以上の縮合環を形成してもよく、縮合環が６員以上であるとき、異なるＡ、Ｂ及びＣ
環における２つのＲｏ基が結合して、所望により１つ以上のヘテロ原子を含有する有機リ
ンカーを形成してもよく、一実施形態では、異なるＡ、Ｂ及びＣ環における２つのＲｏ基
が結合して、－Ｏ－及び－Ｓ－から選択されるヘテロ原子架橋を形成して、６員縮合環を
作り、同じ環におけるＲｏ及びＲｍ又は同じ環におけるＲｍ及びＲｐが結合して、縮合脂
肪族環又は縮合芳香族環を形成してもよく、これら環のいずれもヘテロ原子を含有しても
よく、３つの環Ａ、Ｂ又はＣの少なくとも１つにおいて、Ｒｏ及びＲｍ基の好ましくは少
なくとも２つ、より好ましくは少なくとも３つ、最も好ましくは４つ全てが水素であり、
好ましくは、環Ａ、Ｂ及びＣの少なくとも２つにおけるＲｏ及びＲｍ基の４つ全てが水素
であり、いくつかの実施形態では、環Ａ、Ｂ及びＣにおける全てのＲｏ及びＲｍ基が水素
であり、好ましくは、各Ｒｐは、独立して、水素、－ＯＲ１及び－ＮＲ１Ｒ２から選択さ
れ、Ｒｐの２つ以下、好ましくは１つ以下が水素であり、好ましくは水素は存在せず、よ
り好ましくは、少なくとも１つ、好ましくは２つ、最も好ましくは３つ全てのＲｐが－Ｎ
Ｒ１Ｒ２であり、いくつかの実施形態では、環Ａ、Ｂ及びＣの１つ又は更には２つは、所
望により１つ以上の独立して選択されるＲ５基で置換されている、独立してＯ、Ｓ及びＮ
から選択される１又は２つのヘテロ原子を含む、独立して選択されるＣ３～Ｃ９ヘテロア
リール環で置換されてもよく、Ｇは、独立して、水素、重水素、Ｃ１～Ｃ１６アルコキシ
ド、フェノキシド、ビスフェノキシド、ナイトライト、ニトリル、アルキルアミン、イミ
ダゾール、アリールアミン、ポリアルキレンオキシド、ハライド、アルキルスルフィド、
アリールスルフィド、又はホスフィンオキシドからなる群から選択され、一態様では、Ｇ
の［（重水素）／（重水素＋水素）］の比率は、少なくとも０．２０、好ましくは少なく
とも０．４０、更により好ましくは少なくとも０．５０、最も好ましくは少なくとも０．
６０又は更には少なくとも０．８０であり、同じヘテロ原子に結合しているＲ１、Ｒ２及
びＲ３のいずれか２つが結合して、所望により－Ｏ－、－ＮＲ１５－、及び－Ｓ－からな
る群から選択される１つ以上の追加のヘテロ原子を含む５員以上の環を形成してもよい。
【００４３】
　式（ＩＩ）～（ＩＩＩ）の構造中、ｅ及びｆは、独立して、０～４の整数であり、各Ｒ
２０及びＲ２１は、独立して、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、－Ｎ
Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ１、－ＯＲ１、及び－ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択
され、各Ｒ２５は、独立して、単糖部分、二糖部分、オリゴ糖部分、及び多糖部分、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択され、各Ｒ２

２及びＲ２３は、独立して、水素、アルキル基、及び置換アルキル基からなる群から選択
される。
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【００４４】
　式（ＩＶ）の構造中、Ｒ３０は、架橋アミン部分に対してオルト又はパラに位置し、－
ＯＲ３８及び－ＮＲ３６Ｒ３７からなる群から選択され、各Ｒ３６及びＲ３７は、独立し
て、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、アシル基、Ｒ４

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、及び－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択さ
れ、Ｒ３８は、水素、アシル基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、及び－Ｃ（Ｏ）Ｎ
Ｒ１Ｒ２からなる群から選択され、ｇ及びｈは、独立して、０～４の整数であり、各Ｒ３

１及びＲ３２は、独立して、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基
、アルカリル、置換アルカリル、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１Ｒ
２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｓ
（Ｏ）２ＯＲ１、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ２、
－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＳＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＮＲ２Ｒ３、－Ｐ
（Ｏ）２Ｒ１、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）Ｏ－、及び－Ｐ（Ｏ）（
Ｏ－）２からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好まし
くは０の整数であり、－ＮＲ３４Ｒ３５は、架橋アミン部分に対してオルト又はパラに位
置し、Ｒ３４及びＲ３５は、独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換
アリール、アルカリル、置換アルカリル、及びＲ４からなる群から選択され、Ｒ３３は、
独立して、水素、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、及び
－Ｃ（Ｏ）Ｒ１からなる群から選択され、ｇが２～４である場合、任意の２つの隣接する
Ｒ３１基が結合して、５員以上の縮合環を形成してもよく、縮合環中の原子の２つ以下が
窒素原子であってもよい。
【００４５】
　式（Ｖ）の構造中、Ｘ４０は、酸素原子、硫黄原子、及びＮＲ４５からなる群から選択
され、Ｒ４５は、独立して、水素、重水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、アルカリル、置換アルカリル、－Ｓ（Ｏ）２ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｃ（Ｏ
）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、及び－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択され、Ｒ４０

及びＲ４１は、独立して、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１Ｒ２から
なる群から選択され、添え字ｎは０～４、好ましくは０～１、最も好ましくは０の整数で
あり、ｊ及びｋは、独立して、０～３の整数であり、Ｒ４２及びＲ４３は、独立して、ア
ルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、－Ｓ（
Ｏ）２Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ１、－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１Ｒ２

からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好ましくは０の
整数であり、Ｒ４４は、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、及び－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

である。
【００４６】
　式（Ｉ）～（Ｖ）の構造では、前述の基のいずれかに存在する任意の電荷は、好適な独
立して選択される内部又は外部の対イオンと平衡化される。好適な独立して選択される外
部対イオンは、カチオン性又はアニオン性であってよい。好適なカチオンの例としては、
好ましくは第Ｉ族及び第ＩＩ族から選択される１種以上の金属が挙げられるが、これらに
限定されず、これらのうち最も好ましいものは、Ｎａ、Ｋ、Ｍｇ、及びＣａ、又はイミニ
ウム、アンモニウム、及びホスホニウムなどの有機カチオンである。好適なアニオンの例
としては、フルオリド、クロリド、ブロミド、ヨーダイド、パークロレート、ハイドロゲ
ンサルフェート、サルフェート、アミノサルフェート、ニトレート、ジヒドロゲンホスフ
ェート、ハイドロゲンホスフェート、ホスフェート、ビカルボネート、カルボネート、メ
トサルフェート、エトサルフェート、シアネート、チオシアネート、テトラクロロジンケ
ート、ボレート、テトラフルオロボレート、アセテート、クロロアセテート、シアノアセ
テート、ヒドロキシアセテート、アミノアセテート、メチルアミノアセテート、ジ－及び
トリ－クロロアセテート、２－クロロ－プロピオネート、２－ヒドロキシプロピオネート
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、グリコレート、チオグリコレート、チオアセテート、フェノキシアセテート、トリメチ
ルアセテート、バレレート、パルミテート、アクリレート、オキサレート、マロネート、
クロトネート、スクシネート、シトレート、メチレン－ビス－チオグリコレート、エチレ
ン－ビス－イミノアセテート、ニトリロトリアセテート、フマレート、マレエート、ベン
ゾエート、メチルベンゾエート、クロロベンゾエート、ジクロロベンゾエート、ヒドロキ
シベンゾエート、アミノベンゾエート、フタレート、テレフタレート、インドリルアセテ
ート、クロロベンゼンスルホネート、ベンゼンスルホネート、トルエンスルホネート、ビ
フェニルスルホネート、及びクロロトルエンスルホネートが挙げられるが、これらに限定
されない。当業者は、上に列挙したものの代わりに使用することができる異なる対イオン
を十分に認識している。
【００４７】
　式（Ｉ）～（Ｖ）の構造中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ１５は、独立して、水素、アル
キル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、及びＲ４

からなる群から選択され、Ｒ４は、２８～５００、好ましくは４３～３５０、更により好
ましくは４３～２５０の範囲の上記モノマー分子量を有する１つ以上の有機モノマーで構
成される有機基であり、有機基は、式Ｉ～Ｖの構造に一致する１つ以上の追加のロイコ着
色剤部分で置換されていてもよい。一態様では、Ｒ４は、アルキレンオキシ（ポリエーテ
ル）、オキソアルキレンオキシ（ポリエステル）、オキソアルキレンアミン（ポリアミド
）、エピクロロヒドリン、四級化エピクロロヒドリン、アルキレンアミン、ヒドロキシア
ルキレン、アシルオキシアルキレン、カルボキシアルキレン、カルボアルコキシアルキレ
ン、及び糖からなる群から選択される。一態様では、Ｒ４は、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯ、及びこ
れらの混合物から選択され、より好ましくは、ＥＯのみ又はＥＯ／ＰＯ混合物から選択さ
れる。任意のロイコ着色剤が３つ以上の連続するモノマーを有するＲ４基を含む場合、そ
のロイコ着色剤は、本明細書において「高分子ロイコ着色剤」として定義される。当業者
は、溶解度、分配、付着、除去、染色などの多くの特性属性のいずれかに関する化合物の
特性が、その中に組み込まれるこのような連続するモノマーの配置、同一性、及び数に関
連することを承知している。したがって、当業者は、このような連続するモノマーの配置
、同一性、及び数を調整して、程度の差はあれ予測可能な様式で任意の特定の属性を変化
させることができる。
【００４８】
　好ましいロイコ着色剤としては、式ＶＩの構造に一致するものが挙げられる、
【００４９】
【化２】

　（式中、各Ｒ４は、独立して、Ｈ、メチル、エチル、（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ

６Ｏ）ｂ）Ｈ、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくは、少なくとも１
つのＲ４基は、（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ）Ｈであり、各添え字ａは、独
立して、１～１００の整数であり、各添え字ｂは、独立して、０～５０の整数であり、全
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てのＲ４基における全ての独立して選択されるａの整数の合計は、２００以下、好ましく
は１００以下であり、全てのＲ４基における全ての独立して選択されるｂの整数の合計は
、１００以下、好ましくは５０以下である）。好ましくは、少なくとも２つのＲ４基は、
メチル及びエチルから選択され、最も好ましくは、構造ＶＩにおける少なくとも１つのＮ
が、メチル及びエチルから選択される２つのＲ４基、好ましくはメチルで置換される。
【００５０】
　非常に好ましいロイコ着色剤としては、式ＶＩＩの構造に一致するものが挙げられる、
【００５１】
【化３】

　（式中、各添え字ｃは、独立して、０、１又は２であり、好ましくは各ｃは１であり、
各Ｒ４は、独立して、Ｈ、メチル、エチル、（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ）
Ｈ、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくは、各Ｒ４は、（（ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ）Ｈであり、各添え字ａは、独立して、１～５０、より好ま
しくは１～２５、更により好ましくは１～２０、１～１５、１～１０、１～５、又は更に
は１～２であり、各添え字ｂは、独立して、０～２５、より好ましくは０～１５、更によ
り好ましくは１～５、又は更には１～３の整数であり、ロイコ着色剤中の全ての独立して
選択されるａの整数の合計は、１００以下、より好ましくは８０以下、最も好ましくは６
０、４０、２０、１０以下、又は更には５以下であり、ロイコ着色剤中の全ての独立して
選択されるｂの整数の合計は、５０以下、より好ましくは４０以下、最も好ましくは３０
、２０、又は更には１０以下である）。
【００５２】
　一実施形態では、液体媒体中の任意の変換剤の存在又は同一性の不確実性のために、補
助変換剤の添加によって変換剤の存在を確実にすることが有利である。
【００５３】
　更に別の実施形態では、自治体によって供給される液体媒体は、追加の変換剤が必要と
されないように十分な変換剤を含む。好ましくは、液体媒体は、塩素、二酸化塩素、次亜
塩素酸塩、及びこれらの混合物からなる群から選択される薬剤で水を処理することによっ
て生じる活性塩素変換剤を含む。
【００５４】
　本発明の認識されていないが重要な態様は、洗濯ケア組成物に用いられるロイコ組成物
が、特定の自治体によって供給される水から塩素を捕捉し、青味付け効果を増強するだけ
でなく、塩素感受性染料で染色された織物物品の全体的な色安全性を改善するのに役立つ
ことである。本発明の方法は、驚くべきことに、他の塩素捕捉剤を含む洗濯ケア組成物中
のロイコ組成物についても機能することがわかった。理論に束縛されることを望むもので
はないが、これは、ロイコ化合物が、同じ目的で洗濯ケア組成物に使用されている従来の
材料よりもはるかに反応性の高い塩素捕捉剤であるためであると考えられる。
【００５５】
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　液体媒体は好ましくは水性媒体である。
【００５６】
　液体媒体が変換剤を含む場合、青味付け効果は増加する。変換剤は、一重項又は三重項
形態の分子状酸素以外の当技術分野において周知の任意の酸化剤であることができる。し
たがって、液体媒体は、当技術分野において周知の任意の好適な酸化剤又はその混合物を
含み得る。青味付け効果を増加させるための本発明での使用に適した変換剤には、クニノ
ン（例えば、クロルニル、ベンゾキノン、２，３－ジクロロ－５，６－ジシアノ－１，４
－ベンゾキノン）、特定の酸素同素体（例えば、オゾン）、パーオキシド（例えば、過酸
化水素、過酢酸、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシド、ベンゾイルパーオキシド、メタ
－クロロペルオキシ安息香酸、過酸化水素尿素、ｐ－クメンヒドロペルオキシド、パーサ
ルフェート、オキソン、パーボレート、パーカルボネート）、窒素酸化物（例えば、一酸
化窒素、二酸化窒素、亜酸化窒素、三酸化二窒素、四酸化二窒素、五酸化二窒素、三硝酸
アミド）、ハロゲン（例えば、塩素、臭素、フッ素、ヨウ素）、ハロゲン酸化物、及びハ
ロゲンオキシアニオン（例えば、次亜塩素酸塩、亜塩素酸塩、クロレート、パークロレー
ト、臭素酸塩、ヨウ素酸塩、過臭素酸塩、過ヨウ素酸塩、一酸化塩素、二酸化塩素、三酸
化塩素、一酸化二臭素、二酸化臭素、三酸化二臭素、一酸化二ヨウ素、一酸化ヨウ素、二
酸化ヨウ素、四酸化二ヨウ素、五酸化二ヨウ素、四ヨウ素酸化物）、酸化状態の高い金属
種（例えば、酸化鉛（ＩＶ）、二酸化マンガン、酸化マンガン（ＶＩ）、酸化マンガン（
ＶＩＩ）、パーマグネイト、三酸化クロム、ジクロメート、鉄（ＩＩＩ）、メタバナデー
ト、バナデート、ビスマス酸ナトリウム）、及びハロアミン（例えば、クロラミン、ブロ
マミン、Ｎ－ブロモスクシンイミド、Ｎ－クロロスクシンイミド、Ｎ－ヨードスクシンイ
ミド、Ｎ－ブロモヒダントイン、Ｎ－クロロヒダントイン、Ｎ－ヨードヒダントイン、Ｎ
，Ｎ－ジブロモヒダントイン、Ｎ，Ｎ－ジクロロヒダントイン、Ｎ，Ｎ－ジヨードヒダン
トイン）からなる群から選択される酸化剤が含まれるが、これらに限定されない。
【００５７】
　単独で、又は適切な基材若しくはメディエータを伴うかのいずれかで、特定の酸化酵素
が変換剤として役立つことができる。好適な酵素の例としては、ペルオキシダーゼ、オキ
シダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、及びラッカーゼ、又はこれらの
混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００５８】
　本明細書に記載の更なる適切な変換剤は、漂白触媒以外の漂白剤、例えば光漂白剤、漂
白活性剤、過酸化水素、過酸化水素源、予め形成された過酸及びそれらの混合物を含む。
【００５９】
　他の実施形態では、変換剤は好ましくは触媒金属錯体を含むことができる。金属含有漂
白触媒の一種は、銅、鉄、ニッケル、クロム、チタン、ルテニウム、タングステン、モリ
ブデン、又はマンガンのカチオンなどであるがこれらに限定されない、規定の漂白触媒活
性の遷移金属カチオン、亜鉛又はアルミニウムのカチオンなどの漂白触媒活性をほとんど
又は全く有さない補助金属カチオン、並びに触媒及び補助金属のカチオン、特にエチレン
ジアミン四酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）及びこれらの水溶性塩
に対して規定の安定度定数を有する金属イオン封鎖剤を含む触媒系である。そのような触
媒は、米国特許第４，４３０，２４３号に記載されている。
【００６０】
　本発明で使用するための液体媒体中に存在する触媒の典型的な量は、ロイコ化合物を含
む洗濯ケア組成物の重量に基づいて、０．００５重量％～５重量％、好ましくは０．０５
重量％～１．５重量％、より好ましくは０．１０重量％～０．７５重量％、最も好ましく
は約０．５０重量％であることができる。使用される洗濯ケア組成物の用量が１００ｇで
ある場合、そのような触媒の典型的な量は、５ｍｇ～５ｇ、最も好ましくは約０．５ｇま
でであることができる。
【００６１】
　また、処理プロセス中にいくつかの電極を適用した場合に限り、青味付け効果を増大さ
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せるためにアノード酸化を使用することも可能である。
【００６２】
　本発明の方法において補助変換剤が提供される場合、補助変換剤は、洗浄溶液中に存在
するロイコ化合物に対して０．１：１．０の当量比、０．５：１．０の当量比、１．０：
１．０の当量比、５．０：１．０の当量比、１０：１．０の当量比、２５：１の当量比、
１００：１の当量比、又は更には２５０：１の当量比の変換剤を供給するのに十分な量で
使用され得る。
【００６３】
　洗濯ケア成分
　界面活性剤系
　本発明の製品は、約０．００重量％～、より典型的には約０．１０～８０重量％の界面
活性剤を含んでもよい。一態様において、かかる組成物は、約５重量％～５０重量％の界
面活性剤を含んでもよい。使用される界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、両性（am
photeric）、両性（ampholytic）、双性イオン性、若しくはカチオン性の種類のものであ
ってもよく、又はこれらの種類の相溶性混合物を含んでもよい。布地ケア製品が洗濯洗剤
である場合、アニオン性及び非イオン性界面活性剤が通常用いられる。一方、布地ケア製
品が布地柔軟剤である場合、カチオン性界面活性剤が通常用いられる。
【００６４】
　アニオン性界面活性剤
　有用なアニオン性界面活性剤は、それら自体がいくつかの異なるタイプのものであって
よい。例えば、高級脂肪酸の水溶性塩、すなわち「石鹸」は、本明細書の組成物において
有用なアニオン性界面活性剤である。これは、約８～約２４個の炭素原子、又は更には約
１２～約１８個の炭素原子を含有する高級脂肪酸のナトリウム、カリウム、アンモニウム
、及びアルキロールアンモニウム塩などのアルカリ金属石鹸を含む。石鹸は、油脂の直接
鹸化によって、又は遊離脂肪酸の中和によって作製することができる。特に有用なものは
、ココヤシ油及び獣脂から誘導される脂肪酸の混合物のナトリウム塩及びカリウム塩、す
なわち、ナトリウム又はカリウムタロー及びココヤシ石鹸である。
【００６５】
　好ましいアルキルサルフェートは、Ｃ８～１８アルキルアルコキシル化サルフェート、
好ましくはＣ１２～１５アルキル又はヒドロキシアルキルアルコキシル化サルフェートで
ある。好ましくは、アルコキシル化基はエトキシル化基である。典型的には、アルキルア
ルコキシル化サルフェートの平均アルコキシル化度は０．５～３０若しくは２０、又は０
．５～１０である。アルキル基は、分岐状又は直鎖状であり得る。アルコキシル化アルキ
ルサルフェート界面活性剤はアルコキシル化アルキルサルフェートの混合物であってもよ
く、この混合物は、約１２～約３０個の炭素原子の範囲内の平均（算術平均）炭素鎖長、
又は約１２～約１５個の炭素原子の平均炭素鎖長と、約１モル～約４モルのエチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、若しくはこれらの混合物の平均（算術平均）アルコキシル化
度、又は約１．８モルのエチレンオキシド、プロピレンオキシド、若しくはこれらの混合
物の平均（算術平均）アルコキシル化度と、を有する。アルコキシル化アルキルサルフェ
ート界面活性剤は、約１０個の炭素原子～約１８個の炭素原子の炭素鎖長と、約０．１～
約６モルのエチレンオキシド、プロピレンオキシド、又はこれらの混合物のアルコキシル
化度と、を有し得る。アルコキシル化アルキルサルフェートは、エチレンオキシド、プロ
ピレンオキシド、又はこれらの混合物でアルコキシル化されてもよい。アルキルエーテル
サルフェート界面活性剤は、ピークのあるエトキシレート分布を含んでもよい。具体例と
しては、ＳｈｅｌｌからのＮＥＯＤＯＬ（登録商標）アルコールから誘導されるＣ１２～
Ｃ１５ＥＯ２．５サルフェート、Ｃ１４～Ｃ１５ＥＯ２．５サルフェート、及びＣ１２～
Ｃ１５ＥＯ１．５サルフェート、並びにＨｕｎｔｓｍａｎからの天然アルコールから誘導
されるＣ１２～Ｃ１４ＥＯ３サルフェート、Ｃ１２～Ｃ１６ＥＯ３サルフェート、Ｃ１２
～Ｃ１４ＥＯ２サルフェート、及びＣ１２～Ｃ１４ＥＯ１サルフェートが挙げられる。Ａ
ＥＳは、直鎖状、分岐状、又はこれらの組み合わせであってよい。アルキル基は、Ｓｈｅ
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ｌｌによる商品名Ｎｅｏｄｏｌ（登録商標）、Ｓａｓｏｌによる商品名Ｓａｆｏｌ（登録
商標）、Ｌｉａｌ（登録商標）、及びＩｓａｌｃｈｅｍ（登録商標）によって供給される
ものなどの合成若しくは天然アルコール、又はココナッツ及びパーム核などの植物油から
誘導されるミッドカット（midcut）アルコールから誘導することができる。別の好適なア
ニオン性洗浄界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ２６直鎖又は分岐鎖、好ましくはＣ１０～Ｃ２０
直鎖、最も好ましくはＣ１６～Ｃ１８直鎖アルキルアルコールと、２～２０、好ましくは
７～１３、より好ましくは８～１２、最も好ましくは９．５～１０．５のエトキシレート
と、を含むアルキルエーテルカルボキシレートである。酸形態又はナトリウム若しくはア
ンモニウムの塩などの塩形態を使用してよく、アルキル鎖は、１つのシス又はトランス二
重結合を含有していてもよい。アルキルエーテルカルボン酸は、花王（Ａｋｙｐｏ（登録
商標））、Ｈｕｎｔｓｍａｎ（Ｅｍｐｉｃｏｌ（登録商標））及びＣｌａｒｉａｎｔ（Ｅ
ｍｕｌｓｏｇｅｎ（登録商標））から入手可能である。
【００６６】
　他の有用なアニオン性界面活性剤は、アルキル基が直鎖（線状）又は分枝鎖の構造の約
９～約１５個の炭素原子を含有する、アルキルベンゼンスルホネートのアルカリ金属塩を
含み得る。いくつかの例では、アルキル基は直鎖である。かかる直鎖アルキルベンゼンス
ルホネートは、「ＬＡＳ」として既知である。他の例では、直鎖アルキルベンゼンスルホ
ネートは、アルキル基中に約１１～１４個の平均炭素原子数を有していてよい。具体的な
例では、直線状直鎖アルキルベンゼンスルホネートは、アルキル基中に約１１．８個の炭
素原子の平均炭素原子数を有していてよく、Ｃ１１．８ＬＡＳと略称され得る。好ましい
スルホネートは、Ｃ１０～１３アルキルベンゼンスルホネートである。好適なアルキルベ
ンゼンスルホネート（ＬＡＳ）は、市販の直鎖アルキルベンゼン（ＬＡＢ）をスルホン化
することによって得ることができる。好適なＬＡＢとしては、商標名Ｉｓｏｃｈｅｍ（登
録商標）としてＳａｓｏｌによって供給されているもの又は商標名Ｐｅｔｒｅｌａｂ（登
録商標）としてＰｅｔｒｅｓａによって供給されているものなどの低２－フェニルＬＡＢ
が挙げられ、他の好適なＬＡＢとしては、商標名Ｈｙｂｌｅｎｅ（登録商標）としてＳａ
ｓｏｌによって供給されているものなどの高２－フェニルＬＡＢが挙げられる。好適なア
ニオン性洗浄性界面活性剤は、ＤＥＴＡＬ触媒プロセスによって得られるアルキルベンゼ
ンスルホネートであるが、ＨＦなどの他の合成経路が好適な場合もある。一態様では、Ｌ
ＡＳのマグネシウム塩を用いる。本明細書に用いるのに好適なアニオン性スルホネート界
面活性剤としては、Ｃ８～Ｃ１８アルキル又はヒドロキシアルキルスルホネートの水溶性
塩、Ｃ１１～Ｃ１８アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）、国際公開第９９／０５２
４３号、同第９９／０５２４２号、同第９９／０５２４４号、同第９９／０５０８２号、
同第９９／０５０８４号、同第９９／０５２４１号、同第９９／０７６５６号、同第００
／２３５４９号、及び同第００／２３５４８号に記載される変性アルキルベンゼンスルホ
ネート（ＭＬＡＳ）、メチルエステルスルホネート（ＭＥＳ）、及びα－オレフィンスル
ホネート（ＡＯＳ）が挙げられる。これらはまた、１０～２０個の炭素原子のパラフィン
をスルホネート化することによって得られる、モノスルホネート及び／又はジスルホネー
トであり得るパラフィンスルホネートを含む。スルホネート界面活性剤としては、アルキ
ルグリセリルスルホネート界面活性剤も挙げることができる。
【００６７】
　本発明のアニオン性界面活性剤は酸型で存在してもよく、この酸型を中和して、本発明
の洗剤組成物で使用するのに望ましい界面活性剤塩を形成することができる。典型的な中
和剤としては、水酸化物、例えば、ＮａＯＨ又はＫＯＨなどの金属対イオン塩基が挙げら
れる。これら酸型における、本発明の中和性アニオン性界面活性剤及び補助アニオン性界
面活性剤又は共界面活性剤向けの更に好ましい薬剤としては、アンモニア、アミン、又は
アルカノールアミンが挙げられる。アルカノールアミンが好ましい。好適な非限定的な例
としては、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、及び当
該技術分野で周知の他の直鎖又は分岐鎖アルカノールアミンが挙げられ、例えば、極めて
好ましいアルカノールアミンとしては、２－アミノ－１－プロパノール、１－アミノプロ
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パノール、モノイソプロパノールアミン、又は１－アミノ－３－プロパノールが挙げられ
る。
【００６８】
　非イオン性界面活性剤
　好ましくは、本組成物は非イオン性洗浄性界面活性剤を含む。好適な非イオン性界面活
性剤としては、アルコキシル化脂肪族アルコールが挙げられる。非イオン性界面活性剤は
、式Ｒ（ＯＣ２Ｈ４）ｎＯＨ（式中、Ｒは、約８～約１５個の炭素原子を含有する脂肪族
炭化水素ラジカル、及びアルキル基が約８～約１２個の炭素原子を含有するアルキルフェ
ニルラジカルからなる群から選択され、ｎの平均値は、約５～約１５である）のエトキシ
ル化アルコール及びエトキシル化アルキルフェノールから選択され得る。本明細書で有用
な非イオン性界面活性剤の他の非限定例としては、ＳｈｅｌｌからのＮＥＯＤＯＬ（登録
商標）非イオン性界面活性剤などのＣ８～Ｃ１８アルキルエトキシレート、アルコキシレ
ート単位がエチレンオキシ単位、プロピレンオキシ単位、又はこれらの混合物であり得る
Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキシレート、ＢＡＳＦからのＰｌｕｒｏｎｉｃ（
登録商標）などのエチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリマーとのＣ１２～
Ｃ１８アルコール及びＣ６～Ｃ１２アルキルフェノールの縮合体、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分
岐状アルコール（ＢＡ）、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分岐状アルキルアルコキシレート（ＢＡＥ

Ｘ（式中、ｘは１～３０である））、アルキル多糖類、具体的にはアルキルポリグリコシ
ド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、並びにエーテルキャップ化ポリ（オキシアルキル化）
アルコール界面活性剤が挙げられる。具体的な例としては、ＳｈｅｌｌからのＣ１２～Ｃ
１５ＥＯ７及びＣ１４～Ｃ１５ＥＯ７のＮＥＯＤＯＬ（登録商標）非イオン性界面活性剤
、並びにＨｕｎｔｓｍａｎからのＣ１２～Ｃ１４ＥＯ７及びＣ１２～Ｃ１４ＥＯ９のＳｕ
ｒｆｏｎｉｃ（登録商標）非イオン性界面活性剤が挙げられる。
【００６９】
　極めて好ましい非イオン性界面活性剤は、ゲルベアルコールと、アルコール１モル当た
り２～１８モル、好ましくは２～１５モル、より好ましくは５～９モルのエチレンオキシ
ドとの縮合生成物である。好適な非イオン性界面活性剤としては、ＢＡＳＦ製の商標名Ｌ
ｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）を有するものが挙げられる。Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＸＰ－５０
は、平均で約５個のエトキシ基を含有するゲルベエトキシレートである。Ｌｕｔｅｎｓｏ
ｌ　ＸＰ－８０及び平均で約８個のエトキシ基を含有すること。本明細書で用いるのに好
適な他の非イオン性界面活性剤としては、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アル
キルポリグルコシド、及び脂肪酸グルカミド、ゲルベアルコールベースのアルキルポリグ
ルコシドが挙げられる。
【００７０】
　両性界面活性剤（Amphoteric surfactant）
　界面活性剤系は、アミンオキシドなどの両性界面活性剤を含み得る。好ましいアミンオ
キシドは、アルキルジメチルアミンオキシド又はアルキルアミドプロピルジメチルアミン
オキシド、より好ましくはアルキルジメチルアミンオキシド、特にココジメチルアミンオ
キシドである。アミンオキシドは、直鎖又は中鎖分枝状アルキル部分を有し得る。
【００７１】
　両性界面活性剤（Ampholytic Surfactant）
　界面活性剤系は、両性界面活性剤を含み得る。両性界面活性剤の特定の非限定的な例と
しては、二級若しくは三級アミンの脂肪族誘導体、又は脂肪族ラジカルが直鎖若しくは分
岐鎖であり得る複素環式第二級及び三級アミンの脂肪族誘導体が挙げられる。脂肪族置換
基のうちの１つは、少なくとも約８個の炭素原子、例えば約８～約１８個の炭素原子を含
んでよく、少なくとも１つは、アニオン性水可溶化基、例えばカルボキシ、スルホネート
、サルフェートを含む。両性界面活性剤の好適な例については、米国特許第３，９２９，
６７８号の１９欄目、１８～３５行を参照されたい。
【００７２】
　双性イオン性界面活性剤
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　双性イオン性界面活性剤は当該技術分野において周知であり、一般には、全体としては
中性に荷電しているが、少なくとも１つの正に荷電した原子／基、及び少なくとも１つの
負に荷電した原子／基を担持する界面活性剤を含む。双性イオン性界面活性剤の例として
は、二級及び三級アミン誘導体、複素環式二級及び三級アミン誘導体、又は四級アンモニ
ウム化合物、四級ホスホニウム化合物若しくは三級スルホニウム化合物の誘導体が挙げら
れる。双性イオン性界面活性剤の例については、米国特許第３，９２９，６７８号の１９
欄３８行目～２２欄４８行目を参照されたい。アルキルジメチルベタイン及びココジメチ
ルアミドプロピルベタインを含むベタイン、Ｃ８～Ｃ１８（例えば、Ｃ１２～Ｃ１８）ア
ミンオキシド、並びにＮ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－１－プロパンスルホネー
トなどのスルホ及びヒドロキシベタインが挙げられる（ここで、アルキル基は、Ｃ８～Ｃ

１８、特定の実施形態ではＣ１０～Ｃ１４とすることができる）。本発明で使用するのに
好ましい双性イオン性界面活性剤は、ココアミドプロピルベタインである。
【００７３】
　カチオン性界面活性剤
　カチオン性界面活性剤の例としては、最大で２６個の炭素原子特定物を有し得る四級ア
ンモニウム界面活性剤が挙げられる。更なる例としては、ａ）米国特許第６，１３６，７
６９号に記載されているアルコキシレート四級アンモニウム（ＡＱＡ）界面活性剤、ｂ）
米国特許第６，００４，９２２号に記載されているジメチルヒドロキシエチル四級アンモ
ニウム、ｃ）参照により本明細書に組み込まれる、国際公開第９８／３５００２号、同第
９８／３５００３号、同第９８／３５００４号、同第９８／３５００５号、及び同第９８
／３５００６号に記載されているポリアミンカチオン性界面活性剤、ｄ）参照により本明
細書に組み込まれる、米国特許第４，２２８，０４２号、同第４，２３９，６６０号、同
第４，２６０，５２９号、及び同第６，０２２，８４４号に記載されているカチオン性エ
ステル界面活性剤、並びに、ｅ）参照により本明細書に組み込まれる、米国特許第６，２
２１，８２５号及び国際公開第００／４７７０８号に記載されているアミノ界面活性剤、
及び具体的にはアミドプロピルジメチルアミン（ＡＰＡ）が挙げられる。有用なカチオン
性界面活性剤には、米国特許第４，２２２，９０５号（Ｃｏｃｋｒｅｌｌ、１９８０年９
月１６日交付）、及び米国特許第４，２３９，６５９号（Ｍｕｒｐｈｙ、１９８０年１２
月１６日交付）に開示されるものも含まれ、これらの両方の文献も、参照により本明細書
に組み込まれる。四級アンモニウム化合物は、布地柔軟剤などの布地増強組成物中に存在
してもよく、正電荷を有する多原子イオンの構造ＮＲ４

＋（Ｒは、アルキル基又はアリー
ル基）である四級アンモニウムカチオンを含む。
【００７４】
　本発明の布地ケア組成物は、組成物の最大約３０重量％、あるいは約０．０１重量％～
約２０重量％、またあるいは約０．１重量％～約２０重量％のカチオン性界面活性剤を含
有することができる。本発明の目的に対して、カチオン性界面活性剤としては、布地ケア
効果をもたらすことができるものが挙げられる。有用なカチオン性界面活性剤の非限定的
な例としては、脂肪族アミン、イミダゾリン四級物質、及び四級アンモニウム界面活性剤
が挙げられ、好ましくは、Ｎ，Ｎ－ビス（ステアロイル－オキシ－エチル）Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ビス（タローオイル－オキシ－エチル）Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ビス（ステアロイル－オキシ－エチル）Ｎ－（２
ヒドロキシエチル）Ｎ－メチルアンモニウムメチルサルフェート；１，２ジ（ステアロイ
ル－オキシ）３トリメチルアンモニウムプロパンクロリド；ジカノーラジメチルアンモニ
ウムクロリド、ジ（ハード）タロージメチルアンモニウムクロリド、ジカノーラジメチル
アンモニウムメチルサルフェートなどのジアルキレンジメチルアンモニウム塩；１－メチ
ル－１－ステアロイルアミドエチル－２－ステアロイルイミダゾリニウムメチルサルフェ
ート；１－タロイルアミドエチル－２－タロイルイミダゾリン；Ｎ，Ｎ”－ジアルキルジ
エチレントリアミン；脂肪酸が、（水素添加）タロー脂肪酸、パーム脂肪酸、水素添加パ
ーム脂肪酸、オレイン酸、菜種脂肪酸、水素添菜種脂肪酸である脂肪酸でエステル化され
たＮ－（２－ヒドロキシエチル）－１，２－エチレンジアミン又はＮ－（２－ヒドロキシ



(18) JP 6980909 B2 2021.12.15

10

20

30

40

50

イソプロピル）－１，２－エチレンジアミンとグリコール酸との反応生成物；ポリグリセ
ロールエステル（ＰＧＥｓ）、油状糖誘導体、及びワックスエマルション並びに上記の混
合物が挙げられる。
【００７５】
　上記に開示されている柔軟剤活性物質の組み合わせが、本明細書で使用するのに好適で
あることが理解されよう。
【００７６】
　補助洗浄添加剤
　本発明の洗浄組成物はまた、補助洗浄添加剤を含有してもよい。洗浄補助添加剤の正確
な性質、及びこれの組み込み濃度は、洗浄組成物の物理形態、及びそれが使用される洗浄
作業の正確な性質に依存する。
【００７７】
　補助洗浄添加剤は、ビルダー、構造化剤又は増粘剤、泥汚れ除去／再付着防止剤、高分
子汚れ遊離剤、高分子分散剤、高分子グリース洗浄剤、酵素、酵素安定化系、漂白化合物
、漂白剤、漂白活性剤、漂白触媒、増白剤、染料、色調剤、移染防止剤、キレート剤、抑
泡剤、柔軟剤、及び香料からなる群から選択され得る。この補助洗浄添加剤の一覧は単に
例示的なものであり、使用可能な補助洗浄添加剤の種類を限定するものではない。原則と
して、本発明では当該技術分野で周知の任意の補助洗浄添加剤を使用することができる。
【００７８】
　ポリマー
　本組成物は１つ以上のポリマーを含んでもよい。その全てが任意に改質されてもよい非
限定的な例としては、国際公開第２０１６／０４１６７６号に記載されている、ポリエチ
レンイミン、カルボキシメチルセルロース、ポリ（ビニルピロリドン）、ポリ（エチレン
グリコール）、ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルピリジン－Ｎ－オキシド）、ポ
リ（ビニルイミダゾール）、ポリカルボキシレート、又はアルコキシル化置換フェノール
（ＡＳＰ）が挙げられる。ＡＳＰ分散剤の例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔから入手可能な
ＨＯＳＴＡＰＡＬ　ＢＶ　ＣＯＮＣ　Ｓ１０００が挙げられるが、これに限定されない。
【００７９】
　ポリアミンは、グリース、微粒子除去、又は汚れ除去のために使用され得る。多種多様
なアミン及びポリアルキレンイミン（polyaklyeneimines）を様々な程度にアルコキシル
化して、疎水性又は親水性の洗浄を達成することができる。このような化合物としては、
エトキシル化ポリエチレンイミン、エトキシル化ヘキサメチレンジアミン、及びこれらの
硫酸化体を挙げることができるが、これらに限定されない。こうしたポリマーの有用な例
は、ＢＡＳＦから入手可能なＨＰ２０、又は以下の一般構造を有するポリマーである。
　ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）（ＣＨ３）－Ｎ＋－ＣｘＨ２ｘ－Ｎ＋－（Ｃ
Ｈ３）－ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）（式中、ｎは２０～３０であり、ｘは
３～８である）又はそのサルフェート化若しくはスルホネート化変異体。ポリプロポキシ
ル化－ポリエトキシル化両親媒性ポリエチレンイミン誘導体もまた、より高いグリース除
去及び乳化を達成するために含まれてよい。これらは、好ましくは内側ポリエチレンオキ
シドブロック及び外側ポリプロピレンオキシドブロックを有するアルコキシル化ポリアル
キレンイミンを含んでいてもよい。洗剤組成物はまた、向上した飲料染み除去に有用な未
変性ポリエチレンイミンを含有してもよい。様々な分子量のＰＥＩが、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから商品名Ｌｕｐａｓｏｌ（登録商標）で市販されている。好適なＰＥ
Ｉの例としては、Ｌｕｐａｓｏｌ　ＦＧ（登録商標）、Ｌｕｐａｓｏｌ　Ｇ－３５（登録
商標）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００８０】
　本組成物は、高分子分散剤として有用なマレエート／アクリレートランダムコポリマー
又はポリアクリレートホモポリマーなどの１つ以上のカルボキシレートポリマーを含み得
る。ポリアクリレートから調製されるものなどのアルコキシル化ポリカルボキシレートも
また、粘土分散性を提供するのに有用である。かかる材料は、国際公開第９１／０８２８
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１号に記載されている。化学的に、これら材料は、７～８つのアクリレート単位ごとに１
つのエトキシ側鎖を有するポリアクリレートを含む。側鎖は、式－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ

（ＣＨ２）ｎＣＨ３［式中、ｍは、２～３であり、ｎは、６～１２である］のものである
。側鎖は、ポリアクリレート「主鎖」にエステル又はエーテル結合され、「櫛形」ポリマ
ー型構造を提供する。
【００８１】
　好ましい両親媒性グラフトコポリマー（複数可）は、（ｉ）ポリエチレングリコール主
鎖と、（ｉｉ）ポリビニルアセテート、ポリビニルアルコール及びこれらの混合物から選
択される少なくとも１つのペンダント部分と、を含む。両親媒性グラフトコポリマーの例
は、ＢＡＳＦから供給されるＳｏｋａｌａｎ　ＨＰ２２である。
【００８２】
　国際公開第２０１６／０４１６７６号に記載のアルコキシル化置換フェノールもまた、
粘土分散性を提供するポリマーの好適な例である。Ｃｌａｒｉａｎｔから入手可能なＨｏ
ｓｔａｐａｌ　ＢＶ　Ｃｏｎｃ　Ｓ１０００，は、ＡＳＰ分散剤の非限定的な一例である
。
【００８３】
　好ましくは、本組成物は、１つ以上の汚れ放出ポリマーを含む。好適な汚れ放出ポリマ
ーは、Ｒｈｏｄｉａによって供給されているＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘ　ＳＦ、ＳＦ－２、
及びＳＲＰ６を含むＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘポリマーなどのポリエステル汚れ放出ポリマ
ーである。他の好適な汚れ放出ポリマーとしては、Ｃｌａｒｉａｎｔより供給されている
Ｔｅｘｃａｒｅ　ＳＲＡ１００、ＳＲＡ３００、ＳＲＮ１００、ＳＲＮ１７０、ＳＲＮ２
４０、ＳＲＮ２６０、ＳＲＮ３００及びＳＲＮ３２５を含むＴｅｘｃａｒｅポリマーが挙
げられる。他の好適な汚れ放出ポリマーは、Ｓａｓｏｌより供給されているＭａｒｌｏｑ
ｕｅｓｔ　ＳＬ、ＨＳＣＢ、Ｌ２３５Ｍ、Ｂ、Ｇ８２などのＭａｒｌｏｑｕｅｓｔポリマ
ーである。他の好適な汚れ放出ポリマーとしては、米国特許第９，３６５，８０６号に記
載されているメチルキャップ化エトキシル化プロポキシル化汚れ放出ポリマーが挙げられ
る。
【００８４】
　好ましくは、本組成物は、特にカルボキシメチルセルロース、メチルカルボキシメチル
セルロース、スルホエチルセルロース、メチルヒドロキシエチルセルロース、カルボキシ
メチルキシログルカン、カルボキシメチルキシラン、スルホエチルガラクトマンナン、カ
ルボキシメチルガラクトマンナン、ヒドロキシエチルガラクトマンナン、スルホエチルデ
ンプン、カルボキシメチルデンプン、及びそれらの混合物から選択され得る１つ以上の多
糖類を含む。本発明に用いるのに好適な他の多糖類はグルカンである。好ましいグルカン
は、グリコシド結合（すなわち、グルコシド結合）によって一体に結合されたグルコース
モノマー単位を含むポリマーであり、グリコシド結合の少なくとも約５０％はα－１，３
－グリコシド結合である、ポリα－１，３－グルカンである。ポリα－１，３－グルカン
は多糖類の一種である。ポリα－１，３－グルカンは、例えば、（その全てが参照により
本明細書に組み込まれる）米国特許第７，０００，０００号、並びに米国特許出願公開第
２０１３／０２４４２８８号及び同第２０１３／０２４４２８７号に記載されているもの
などの１つ以上のグルコシルトランスフェラーゼ酵素を使用して、スクロースから酵素的
に産生することができる。
【００８５】
　本組成物に使用するための他の好適な多糖類は、カチオン性多糖類である。カチオン性
多糖類の例としては、カチオン性グアーガム誘導体、四級窒素含有セルロースエーテル、
及びエーテル化セルロースと、グアーと、デンプンとのコポリマーである合成ポリマーが
挙げられる。使用される場合、本明細書におけるカチオン性ポリマーは、組成物に可溶性
であるか、又は上述のカチオン性ポリマー、並びにアニオン性、両性及び／又は双極性界
面活性剤成分によって形成される組成物中の複合コアセルベート相に可溶性である。好適
なカチオン性ポリマーは、米国特許第３，９６２，４１８号、同第３，９５８，５８１号
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、及び米国特許出願公開第２００７／０２０７１０９（Ａ１）号に記載されている。
【００８６】
　ポリマーは、他の洗剤原材料の付着助剤としても機能し得る。好ましい付着助剤は、カ
チオン性及び非イオン性ポリマーからなる群から選択される。好適なポリマーとしては、
カチオンデンプン、カチオン性ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルホルムアルデヒ
ド、ローカストビーンガム、マンナン、キシログルカン、タマリンドガム、ポリエチレン
テレフタレート、並びに任意にアクリル酸及びアクリルアミドを含む群から選択される１
つ以上のモノマーと共にジメチルアミノエチルメタクリレートを含有するポリマーが挙げ
られる。
【００８７】
　追加的アミン
　ポリアミンは、グリース除去を改善することが知られている。性能のために好ましい環
状及び直鎖アミンは、１，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキサン、４－メチルシク
ロヘキサン－１，３－ジアミン（ＢＡＳＦにより供給されるＢａｘｘｏｄｕｒ　ＥＣＸ　
２１０）、１，３プロパンジアミン、１，６ヘキサンジアミン、１，３ペンタンジアミン
（Ｉｎｖｉｓｔａにより供給されるＤｙｔｅｋ　ＥＰ）、２－メチル１，５ペンタンジア
ミン（Ｉｎｖｉｓｔａにより供給されるＤｙｔｅｋ　Ａ）である。米国特許第６７１００
２３号は、少なくとも３つのプロトン化可能な（protonable）アミンを含有する上記のジ
アミン及びポリアミンを含有する食器手洗い用組成物を開示している。本発明によるポリ
アミンは、洗浄ｐＨよりも高い少なくとも１つのｐＫａを有し、少なくとも２つのｐｋａ
は、約６を超えかつ洗浄ｐＨよりも低い。好ましいポリアミンは、Ｄｏｗ、ＢＡＳＦ及び
Ｈｕｎｔｍａｎから市販されているテトラエチレンペンタミン、ヘキサエチルヘキサミン
、ヘプタエチルヘプタミン、オクタエチルオクタミン、ノンエチルノンアミン（nonethyl
nonamines）、及びこれらの混合物からなる群から選択される。特に好ましいポリエーテ
ルアミンは、米国特許第９７５２１０１号、同第９４８７７３９号、同第９６３１１６３
号に記載されるように親油性変性されている。
【００８８】
　移染防止剤（ＤＴＩ）
　本組成物は、１つ以上の移染防止剤を含んでもよい。本発明の一実施形態では、驚くべ
きことに、特定の染料に加えて、ポリマー移染防止剤を含む組成物は、性能が向上するこ
とを本発明者らは発見した。これは、驚くべきことに、ポリマー移染防止剤が染料の付着
を防ぐためである。好適な移染防止剤としては、ポリビニルピロリドンポリマー、ポリア
ミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビニルイミダゾールとのコポリ
マー、ポリビニルオキサゾリドン及びポリビニルイミダゾール又はこれらの混合物が挙げ
られるが、これらに限らない。好適な例としては、Ａｓｈｌａｎｄ　Ａｑｕａｌｏｎ製の
ＰＶＰ－Ｋ１５、ＰＶＰ－Ｋ３０、ＣｈｒｏｍａＢｏｎｄ　Ｓ－４００、ＣｈｒｏｍａＢ
ｏｎｄ　Ｓ－４０３Ｅ及びＣｈｒｏｍａｂｏｎｄ　Ｓ－１００、並びにＢＡＳＦ製のＳｏ
ｋａｌａｎ　ＨＰ１６５、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５０、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５３、Ｓｏ
ｋａｌａｎ　ＨＰ５９、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ５６Ｋ、Ｓｏｋａｌａｎ（登録
商標）ＨＰ６６が挙げられる。他の好適なＤＴＩは、国際公開第２０１２／００４１３４
号に記載されているとおりである。移染防止剤は、対象組成物中に存在する場合、組成物
の約０．０００１重量％～約１０重量％、約０．０１重量％～約５重量％、又は更には約
０．１重量％～約３重量％の濃度で存在してよい。
【００８９】
　酵素
　布地の洗濯の際に遊離する染料移行を防止するため、並びに布地を修復するための、タ
ンパク質系、炭水化物系、又はトリグリセリド系の染みの基質からの除去を含む多様な目
的のために、酵素を本洗浄組成物に含めてもよい。好適な酵素としては、植物、動物、細
菌、真菌、及び酵母起源質のような任意の好適な起源物質からのプロテアーゼ、アミラー
ゼ、リパーゼ、カルボヒドラーゼ、セルラーゼ、オキシダーゼ、ペルオキシダーゼ、マン
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ナナーゼ、及びこれらの混合物が挙げられる。本明細書に記載の洗浄組成物に用いられ得
る他の酵素としては、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、
エンドグルカナーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、アミラーゼ、グルコア
ミラーゼ、キシラナーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケラタナーゼ、レ
ダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ
、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、βグルナーゼ、アラビノシ
ダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、若しくはこれらの混合物
、エステラーゼ、マンナナーゼ、ペクチン酸リアーゼ、及び／又はこれらの混合物が挙げ
られる。他の好適な酵素としては、ヌクレアーゼ酵素が挙げられる。本組成物は、ヌクレ
アーゼ酵素を含み得る。ヌクレアーゼ酵素は、核酸のヌクレオチドサブユニット間のホス
ホジエステル結合を切断することができる酵素である。本明細書におけるヌクレアーゼ酵
素は、好ましくは、デオキシリボヌクレアーゼ若しくはリボヌクレアーゼ酵素又はこれら
の機能的断片である。酵素の選択は、ｐＨ活性及び／又は安定性の最適条件、熱安定性、
及び活性洗剤、ビルダーなどに対する安定性のような要因に影響される。
【００９０】
　酵素は、洗浄組成物の約０．０００１重量％～約５重量％の活性酵素濃度で洗浄組成物
に組み込むことができる。酵素は、別個の単一成分として、又は２つ以上の酵素の混合物
として、加えることができる。
【００９１】
　他の実施形態では、リパーゼが用いられ得る。リパーゼは、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ（Ｄｅ
ｎｍａｒｋ）から商品名Ｌｉｐｅｘで購入することができる。アミラーゼ（Ｎａｔａｌａ
ｓｅ（登録商標）、Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ（登録商標）、Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ　Ｐｌｕｓ（
登録商標））は、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）により供
給され得る。プロテアーゼは、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（Ｐａｌ
ｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆ．，ＵＳＡ）（例えばＰｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商
標））、又はＮｏｖｏｚｙｍｅｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）（例えばＬｉ
ｑｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｃｏｒｏｎａｓｅ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録
商標））により供給され得る。他の好ましい酵素としては、好ましくは商品名Ｐｅｃｔａ
ｗａｓｈ（登録商標）、Ｘｐｅｃｔ（登録商標）、Ｐｅｃｔａｗａｙ（登録商標）で販売
されているペクチン酸リアーゼ、並びに商品名Ｍａｎｎａｗａｙ（登録商標）（全てＮｏ
ｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）製）、及びＰｕｒａｂ
ｒｉｔｅ（登録商標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．（Ｐ
ａｌｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ））で販売されているマンナナーゼが挙げられ
る。酵素材料の範囲、及びそれらを合成洗浄組成物に組み込みのための手段は、国際公開
第９３０７２６３（Ａ）号、同第９３０７２６０（Ａ）号、同第８９０８６９４（Ａ）号
、米国特許第３，５５３，１３９号、同第４，１０１，４５７号、及び同第４，５０７，
２１９号に開示されている。液体洗浄組成物に有用な酵素材料、及びそれらのこうした組
成物への組み込みは、米国特許第４，２６１，８６８号に開示されている。
【００９２】
　酵素安定化系
　本明細書に記載の酵素含有組成物は、任意に、組成物の約０．００１重量％～約１０重
量％、いくつかの例では、約０．００５重量％～約８重量％、及び他の例では、約０．０
１重量％～約６重量％の酵素安定化系を含んでもよい。酵素安定化系は、洗浄性酵素と適
合性のある任意の安定化系であってよい。そのような系は、他の配合物活性物質によって
本質的に提供されてもよく、又は例えば洗剤に使用可能な酵素の配合者若しくは製造業者
によって別個に添加されてもよい。かかる安定化系は、例えば、カルシウムイオン、ホウ
酸、プロピレングリコール、短鎖カルボン酸、ボロン酸、塩素漂白剤捕捉剤、及びこれら
の混合物を含むことができ、洗浄組成物のタイプ及び物理的形態に応じて異なる安定化問
題に対処するように設計されている。ボレート安定化剤の検討については、米国特許第４
，５３７，７０６号を参照されたい。
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【００９３】
　キレート剤。
　好ましくは、本組成物は、キレート剤及び／又は結晶成長阻害物質を含む。好適な分子
としては、銅、鉄及び／又はマンガンキレート剤並びにこれらの混合物が挙げられる。好
適な分子としては、アミノカルボキシレート、アミノホスホネート、サクシネート、これ
らの塩、及びこれらの混合物が挙げられる。本明細書に用いるのに好適なキレート剤の非
限定的な例としては、エチレンジアミンテトラアセテート、Ｎ－（ヒドロキシエチル）エ
チレンジアミントリアセテート、ニトリロトリアセテート、エチレンジアミンテトラプロ
プリオネート、トリエチレンテトラアミンヘキサアセテート、ジエチレントリアミンペン
タアセテート、エタノールジグリシン、エチレンジアミンテトラキス（メチレンホスホネ
ート）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）（ＤＴＰＭＰ）、エチレン
ジアミンジスクシネート（ＥＤＤＳ）、ヒドロキシエタンジメチレンホスホン酸（ＨＥＤ
Ｐ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、
及び１，２－ジイドロキシベンゼン（diydroxybenzene）－３，５－ジスルホン酸（タイ
ロン）、これらの塩、並びにこれらの混合物が挙げられる。タイロン及び他のスルホン化
カテコールもまた、有効な重金属キレート剤として用いられ得る。本発明で用いるキレー
ト剤の他の非限定的な例は、米国特許第７４４５６４４号、同第７５８５３７６号、及び
米国特許出願公開第２００９／０１７６６８４（Ａ１）号に見出される。本明細書に用い
るのに好適な他のキレート剤は、市販のＤＥＱＵＥＳＴシリーズ、並びにＭｏｎｓａｎｔ
ｏ製、ＤｕＰｏｎｔ製、及びＮａｌｃｏ，Ｉｎｃ．製のキレート剤である。
【００９４】
　増白剤
　蛍光増白剤若しくは他の増白剤、又は白化剤は、組成物の約０．０１重量％～約１．２
重量％の濃度で、本明細書に記載の洗浄組成物に組み込むことができる。本明細書で使用
され得る市販の蛍光増白剤は、スチルベン、ピラゾリン、クマリン、カルボン酸、メチン
シアニン、ジベンゾチフェン（dibenzothiphene）－５，５－ジオキシド、アゾール、５
及び６員複素環、並びに他の様々な剤の誘導体が挙げられるが、必ずしもこれらに限定さ
れない、副群に分類することができる。こうした増白剤の例は、「Ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃ
ｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｂｒｉｇ
ｈｔｅｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ」（Ｍ．Ｚａｈｒａｄｎｉｋ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆
　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９８２））に開示されている。本発明の組成物で有用
であり得る蛍光増白剤の具体的な非限定例は、米国特許第４，７９０，８５６号、及び同
第３，６４６，０１５号で特定されるものである。非常に好ましい増白剤としては、二ナ
トリウム４，４’－ビス｛［４－アニリノ－６－［ビス（２－ヒドロキシエチル）アミノ
－ｓ－トリアジン－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホネート、４，
４’－ビス｛［４－アニリノ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジン－２－イル］－アミノ｝
－２，２’－スチルベンジスルホネート、二ナトリウム４，４”－ビス［（４，６ジ－ア
ニリノ－ｓ－トリアジン－２－イル）－アミノ］－２，２’－スチルベンジスルホネート
、及び４，４’－ビス－（２－スルホスチリル）ビフェニル二ナトリウムが挙げられる。
【００９５】
　漂白剤。
　本組成物は１つ以上の漂白剤を含むことが好ましい場合がある。好適な漂白剤としては
、光漂白剤、過酸化水素、過酸化水素源、予形成過酸、及びこれらの混合物が挙げられる
。
　（１）光漂白剤、例えば、スルホン化亜鉛フタロシアニン、スルホン化アルミニウムフ
タロシアニン、キサンテン染料、及びこれらの混合物。
　（２）予形成過酸：好適な予形成過酸としては、予形成ペルオキシ酸又はその塩、典型
的には過カルボン酸及び塩、過炭酸及び塩、過イミド酸及び塩、ペルオキシ一硫酸及び塩
、例えばＯｘｏｎｅ（登録商標）、並びにこれらの混合物からなる群から選択される化合
物が挙げられるが、これらに限らない。好適な例としては、ペルオキシカルボン酸若しく
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はその塩、又はペルオキシスルホン酸若しくはその塩が挙げられる。特に好ましいペルオ
キシ酸は、フタルイミド－ペルオキシ－アルカン酸、特に、ε－フタルイミドペルオキシ
ヘキサン酸（ＰＡＰ）である。好ましくは、ペルオキシ酸又はその塩の融点は３０℃～６
０℃の範囲である。
　（３）過酸化水素源、例えば、過ホウ酸塩（通常、一水和物又は四水和物）、過炭酸塩
、過硫酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩及びこれらの混合物のナトリウム塩などのアルカリ
金属塩を含む、無機過水和物の塩。
【００９６】
　布地シェーディング染料
　布地シェーディング染料（色調剤、青味剤又は白色剤と呼ばれることもある）は、典型
的には、青又は紫の色合いを布帛にもたらす。こうした染料（複数可）は当該技術分野で
周知であり、単独又は組み合わせのいずれかで用いられて、特定の色相の濃淡を作り出す
、及び／又は様々な種類の布地に濃淡をつけることができる。布地シェーディング染料は
、アクリジン、アントラキノン（多環式キノンを含む）、アジン、アゾ（例えば、モノア
ゾ、ジスアゾ、トリスアゾ、テトラキスアゾ、ポリアゾ）、ベンゾジフラン、ベンゾジフ
ラノン、カロテノイド、クマリン、シアニン、ジアザヘミシアニン、ジフェニルメタン、
ホルマザン、ヘミシアニン、インジゴイド、メタン、ナフタルイミド、ナフトキノン、ニ
トロ、ニトロソ、オキサジン、フタロシアニン、ピラゾール、スチルベン、スチリル、ト
リアリールメタン、トリフェニルメタン、キサンテン及びこれらの混合物を含むがこれら
に限定されない、当該技術分野において周知の任意の化学分類の染料から選択することが
できる。本発明の洗濯ケア組成物中に存在する補助布地シェーディング染料の量は、典型
的には、全洗浄組成物に基づいて０．０００１～０．０５重量％、好ましくは０．０００
１～０．００５重量％である。洗浄液に基づいて、布地シェーディング染料の濃度は、典
型的には１ｐｐｂ～５ｐｐｍ、好ましくは１０ｐｐｂ～５００ｐｐｂである。
【００９７】
　好適な布地シェーディング染料としては、小分子染料、ポリマー染料、及び染料－粘土
共役体が挙げられる。好ましい布地シェーディング染料は、小分子染料及び高分子染料か
ら選択される。好適な小分子染料を、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．，Ｓｏｃｉｅｔｙ　
ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ，（Ｂｒａｄｆｏｒｄ，ＵＫ））分類
の酸性染料、直接染料、塩基性染料、反応染料、溶剤染料、又は分散染料に該当する染料
からなる群から選択することができる。
【００９８】
　好適なポリマー染料としては、共有結合した（共役したと称することもある）色原体（
染料ポリマー共役体としても知られるもの）を含有するポリマー、例えば、ポリマーの主
鎖中に共重合した色原体モノマーを有するポリマー及びこれらの混合物からなる群から選
択される染料が挙げられる。好ましいポリマー染料は、アルコキシル化トリフェニルメタ
ンポリマー着色剤、アルコキシル化チオフェンポリマー着色剤をはじめとするアルコキシ
ル化炭素環アゾ着色剤及びアルコキシル化複素環アゾ着色剤、並びにこれらの混合物など
の任意に置換されたアルコキシル化染料、例えばＬｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍｉ
ｌｌｉｋｅｎ，Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，（Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ））
の名称で販売されている布地染色性着色剤（fabric-substanive colorants）を含む。
【００９９】
　好適な染料クレイ共役体としては、少なくとも１つのカチオン染料／塩基性染料及びス
メクタイトクレイを含む群から選択される染料クレイ共役体が挙げられ、好ましいクレイ
は、モンモリロナイトクレイ、ヘクトライトクレイ、サポナイトクレイ、及びそれらの混
合物からなる群から選択されるものでよい。
【０１００】
　顔料は当該技術分野で周知であり、これも本明細書の洗濯ケア組成物に使用することが
できる。好適な顔料としては、Ｃ．Ｉ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅｓ１５～２０、特に１
５及び／又は１６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ２９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
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Ｖｉｏｌｅｔ１５、Ｍｏｎａｓｔｒａｌ　Ｂｌｕｅ、並びにこれらの混合物が挙げられる
。
【０１０１】
　ビルダー
　本発明の洗浄組成物は、任意に、ビルダーを含んでもよい。
【０１０２】
　アルミノシリケート及びシリケートから選択されるビルダーは、洗浄水中の鉱物硬度の
制御を助け、又は表面からの微粒子汚れの除去を助ける。好適なビルダーは、ホスフェー
ト、ポリホスフェート、特にそのナトリウム塩、カーボネート、ビカルボネート、セスキ
カルボネート、及び炭酸ナトリウム又はセスキカルボネート以外の炭酸塩鉱物；有機モノ
－、ジ－、トリ－、及びテトラカルボキシレート、特に、酸、ナトリウム、カリウム、又
はアルカノールアンモニウム塩形態の水溶性非界面活性剤カルボキシレート、並びに脂肪
族及び芳香族の種類を含むオリゴマー又は水溶性低分子量ポリマーカルボキシレート、並
びにフィチン酸からなる群から選択され得る。これらは、例えば、ｐＨ緩衝化の目的のた
めのボレートによって、又はサルフェート、とりわけ硫酸ナトリウム、及び安定な界面活
性剤及び／又はビルダー含有洗浄組成物の工学に重要となり得る任意の他の充填剤又は担
体によって補完されてもよい。
【０１０３】
　ｐＨ緩衝系
　本発明の組成物はまた、ｐＨ緩衝系を含んでもよい。本明細書の洗浄組成物は、水性洗
浄操作における使用中に、洗浄水のｐＨが約６．０～約１２、いくつかの例では約７．０
～１１となるように配合することができる。推奨される使用濃度でｐＨを制御する技法と
しては、緩衝剤、アルカリ、又は酸の使用が挙げられ、これらは当業者には周知である。
これらとしては、炭酸ナトリウム、クエン酸、又はクエン酸ナトリウム、モノエタノール
アミン又は他のアミン、ホウ酸又はボレート、及び当該技術分野において周知の他のｐＨ
調整化合物の使用が挙げられるが、これらに限定されない。本明細書の洗浄組成物は、ク
エン酸の放出を遅延させることにより、動的な洗浄中ｐＨプロファイルを含むことができ
る。
【０１０４】
　構造化剤／増粘剤
　構造化液体は、内部的に構造化されて、一次成分（例えば界面活性剤物質）によってそ
の構造体を形成してもよく、及び／又は、二次成分（例えば、ポリマー、粘土及び／又は
ケイ酸塩物質）を用いて三次元マトリックス構造をもたらすことによって、外部的に構造
化してもよい。本組成物は、組成物の約０．０１重量％～約５重量％の構造化剤、及びい
くつかの例では、組成物の約０．１重量％～約２．０重量％の構造化剤を含み得る。構造
化剤は、ジグリセリド及びトリグリセリド、エチレングリコールジステアレート、微結晶
セルロース、セルロース系物質、マイクロファイバーセルロース、バイオポリマー、キサ
ンタンガム、ジェランガム、及びこれらの混合物からなる群から選択され得る。いくつか
の例において、好適な構造化剤としては、硬化ヒマシ油、及びその非エトキシル化誘導体
が挙げられる。他の好適な構造化剤は、米国特許第６，８５５，６８０号に開示されてい
る。このような構造化剤は、ある範囲のアスペクト比を有する糸様構造系を有する。更な
る好適な構造化剤及びその作製プロセスは、国際公開第２０１０／０３４７３６号に記載
されている。
【０１０５】
　抑泡剤
　泡の形成を低減又は抑制するための化合物を、本明細書に記載の洗浄組成物に組み込む
ことができる。抑泡制は、米国特許第４，４８９，４５５号及び同第４，４８９，５７４
号に記載されているようないわゆる「高濃度洗浄プロセス」において、そしてフロントロ
ーディング方式の洗濯機において、特に重要である可能性がある。
【０１０６】
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　広範な材料を抑泡剤として使用してよく、抑泡剤は当業者に周知である。例えば、Ｋｉ
ｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ、第３版、第７巻、４３０～４４７頁（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ
，Ｉｎｃ．、１９７９年）を参照されたい。抑泡剤の例としては、モノカルボン脂肪酸及
びその中の可溶性塩、パラフィンなどの高分子量炭化水素、脂肪酸エステル（例えば脂肪
酸トリグリセリド）、一価アルコールの脂肪酸エステル、脂肪族Ｃ１８～Ｃ４０ケトン（
例えばステアロン（stearone））、Ｎ－アルキル化アミノトリアジン、好ましくは約１０
０℃未満の融点を有するろう質炭化水素、シリコーン抑泡剤、及び二級アルコールが挙げ
られる。抑泡剤は、米国特許第２，９５４，３４７号、同第４，０７５，１１８号、同第
４，２６５，７７９号、同第４，２６５，７７９号、同第３，４５５，８３９号、同第３
，９３３，６７２号、同第４，６５２，３９２号、同第４，９７８，４７１号、同第４，
９８３，３１６号、同第５，２８８，４３１号、同第４，６３９，４８９号、同第４，７
４９，７４０号、及び同第４，７９８，６７９号に記載されている。
【０１０７】
　本明細書の洗浄組成物は、組成物の０重量％～約１０重量％の抑泡剤を含んでもよい。
抑泡剤として利用する場合、モノカルボキシル脂肪酸及びその塩は、洗浄組成物の最大約
５重量％、及びいくつかの例では、洗浄組成物の約０．５重量％～約３重量％の量で存在
することができる。シリコーン抑泡剤は、洗浄組成物の最大で約２．０重量％の量で利用
され得るが、より多い量を使用することもできる。モノステアリルホスフェート抑泡剤は
、洗浄組成物の約０．１重量％～約２重量％の範囲の量で利用することができる。炭化水
素抑泡剤は、洗浄組成物の約０．０１重量％～約５．０重量の範囲の量で利用することが
できるが、より多い量を使用してもよい。アルコール抑泡剤は、洗浄組成物の約０．２重
量％～約３重量％で使用することができる。
【０１０８】
　増泡剤
　高い起泡性が望まれる場合、Ｃ１０～Ｃ１６アルカノールアミドなどのこうした増泡剤
を、洗浄組成物の約１重量％～約１０重量％で洗浄組成物に組み込むことができる。いく
つかの例としては、Ｃ１０～Ｃ１４モノエタノール及びジエタノールアミドが挙げられる
。所望の場合、更なる泡をもたらして、グリース除去性能を高めるために、ＭｇＣｌ２、
ＭｇＳＯ４、ＣａＣｌ２、ＣａＳＯ４などの水溶性マグネシウム及び／又はカルシウム塩
を、洗浄組成物の約０．１重量％～約２重量％のレベルで加えてもよい。
【０１０９】
　充填剤及び担体
　本明細書に記載の洗浄組成物中に、充填剤及び担体を使用してもよい。本明細書で使用
するとき、「充填剤」及び「担体」という用語は、同じ意味を有し、互換的に使用するこ
とができる。液体洗浄組成物、及び液体成分を含む他の形態の洗浄組成物（液体含有単位
用量の洗浄組成物など）は、水及び他の溶媒を充填剤又は担体として含有してもよい。メ
タノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、及びフェノキシエタノールに
よって例示される低分子量の一級又は二級アルコールが好適である。いくつかの例では、
一価アルコールは、界面活性剤を可溶化するために用いられてもよく、２～約６個の炭素
原子及び２～約６個のヒドロキシ基を含有するものなどのポリオール（例えば、１，２－
プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、２，３－ブタンジオール、エチレングリ
コール、及びグリセリンが用いられてもよい）。アミン含有溶媒もまた使用してよい。
【０１１０】
　使用方法
　本発明は、布地を白化するための方法を含む。消費者への販売に好適であるコンパクト
な流体洗剤組成物は、洗濯前処理用途、洗濯洗浄用途、及びホームケア用途での使用に好
適である。こうした方法としては、洗剤組成物をニート形態で、又は洗浄液中で希釈して
、汚れていても汚れていなくてもよい布地の少なくとも一部分と接触させ、次いで任意に
布地をすすぐ工程が挙げられるが、これらに限定されない。任意のすすぎ工程の前に、布
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地材料を洗浄工程に供してもよい。機械洗濯の方法は、本発明による有効量の機械洗濯洗
剤組成物が中に溶解又は分散した洗濯機中で、汚れた洗濯物を水性洗浄溶液で処理する工
程を含み得る。洗剤組成物の「有効量」とは、約５Ｌ～約６５Ｌの体積の洗浄溶液中に溶
解又は分散された約２０ｇ～約３００ｇの製品を意味する。水温は、約５℃～約１００℃
の範囲であってよい。水の汚れた材料（例えば、布地）に対する比は、約１：１～約３０
：１であってよい。本組成物は、溶液中約５００ｐｐｍ～約１５，０００ｐｐｍの濃度で
使用され得る。布地洗濯組成物の文脈では、使用濃度は、汚れ及び染みの種類及び程度だ
けでなく、洗浄水の温度、洗浄水の容量、及び洗濯機の種類（例えば、上側投入式、前側
投入式、垂直軸型日本式自動洗濯機）に応じても変化し得る。
【０１１１】
　本明細書の洗剤組成物は、低下した洗浄温度で布地を洗濯するために使用され得る。布
地を洗濯するこれらの方法は、洗濯洗剤組成物を水に送達して洗浄液を形成する工程と、
洗濯する布地を上記の洗浄液に加える工程とを含み、ここで洗浄液は、約０℃～約２０℃
、又は約０℃～約１５℃、又は約０℃～約９℃の温度を有する。洗濯洗剤組成物を水と接
触させる前、又は後、又はそれと同時に、布地を水に接触させてもよい。別の方法として
は、洗剤組成物を含浸させた不織布基材を汚れた材料と接触させる工程を含む。本明細書
で使用するとき、「不織布基材」は、適した坪量、キャリパー（厚み）、吸収性、及び強
度特性を有する任意の従来式の不織布シート又はウェブを含み得る。好適な市販の不織布
基材の非限定的な例としては、ＤｕＰｏｎｔより商品名ＳＯＮＴＡＲＡ（登録商標）及び
Ｊａｍｅｓ　Ｒｉｖｅｒ　Ｃｏｒｐより商品名ＰＯＬＹ　ＷＥＢ（登録商標）で市販され
ているものが挙げられる。
【０１１２】
　手洗浄／浸漬方法、及び手洗浄と半自動洗浄機との組み合わせもまた含まれる。
【０１１３】
　組成物の包装
　本明細書に記載の洗浄組成物は、紙、ボール紙、プラスチック材料、及び任意の好適な
積層体から構築されるものを含む、任意の好適な容器に包装することができる。任意の包
装の種類は、欧州特許出願第９４９２１５０５．７号に記載されている。
【０１１４】
　多区画パウチ
　本明細書に記載の洗浄組成物は、多区画洗浄組成物として包装することもできる。
【０１１５】
　他の補助剤成分
　多種多様なその他の成分が本明細書の洗浄組成物中で使用されてもよく、その他の成分
としては、例えば、他の活性成分、担体、ヒドロトロープ、加工助剤、染料又は顔料、液
体配合物用溶媒、固体又は他の液体充填剤、エリトロシン、コロイド状（colliodal）シ
リカ、ろう、プロバイオティクス、サーファクチン（surfactin）、アミノセルロース系
ポリマー、リシノール酸亜鉛、香料マイクロカプセル、ラムノリピド（rhamnolipds）、
ソホロリピッド、グリコペプチド、メチルエステルエトキシレート、スルホン化エストリ
ド、開裂性界面活性剤、バイオポリマー、シリコーン、変性シリコーン、アミノシリコー
ン、付着助剤、ヒドロトロープ（特にクメンスルホン酸塩、トルエンスルホン酸塩、キシ
レンスルホン酸塩、及びナファレン（naphalene）塩）、ＰＶＡ粒子封入染料又は香料、
真珠光沢剤、発泡剤、色調変更系、シリコーンポリウレタン、乳白剤、錠剤崩壊剤、バイ
オマス充填剤、高速乾燥シリコーン、グリコールジステアレート、デンプン香料封入物、
炭化水素油を含む乳化油、ポリオレフィン、並びに脂肪酸エステル、ビスフェノール抗酸
化剤、微細繊維セルロース構造化剤、プロ香料、スチレン／アクリレートポリマー、トリ
アジン、石鹸、スーパーオキシドジスムターゼ、ベンゾフェノンプロテアーゼ阻害剤、官
能化ＴｉＯ２、ジブチルホスフェート、シリカ香料カプセル、並びに他の補助成分、コリ
ンオキシダーゼ、トリアリールメタンブルー及びバイオレット塩基性染料、メチンブルー
及びバイオレット塩基性染料、アントラキノンブルー及びバイオレット塩基性染料、アゾ
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染料ベーシックブルー１６、ベーシックブルー６５、ベーシックブルー６６、ベーシック
ブルー６７、ベーシックブルー７１、ベーシックブルー１５９、ベーシックバイオレット
１９、ベーシックバイオレット３５、ベーシックバイオレット３８、ベーシックバイオレ
ット４８、オキサジン染料、ベーシックブルー３、ベーシックブルー７５、ベーシックブ
ルー９５、ベーシックブルー１２２、ベーシックブルー１２４、ベーシックブルー１４１
、ナイルブルーＡ及びキサンテン染料ベーシックバイオレット１０、アルコキシル化トリ
フェニルメタンポリマー着色剤、アルコキシル化チオペン（thiopene）ポリマー着色剤、
チアゾリウム染料、雲母、二酸化チタンコーティング雲母、オキシ塩化ビスマス、並びに
他の活性物質が挙げられる。
【０１１６】
　抗酸化剤：組成物は、所望により、組成物中に存在する抗酸化剤を約０．００１～約２
重量％含有していてよい。好ましくは、抗酸化剤は、０．０１～０．０８重量％の範囲の
濃度で存在する。抗酸化剤の混合物を使用してもよい。
【０１１７】
　本発明で使用される抗酸化剤の一分類は、アルキル化フェノールである。ヒンダードフ
ェノール化合物は、この式を有するアルキル化フェノールの好ましい種類である。この種
の好ましいヒンダードフェノール化合物は、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシトルエン（ＢＨＴ）である。
【０１１８】
　更に、組成物に使用される抗酸化剤は、α－、β－、γ－、δ－－トコフェロール、エ
トキシキン、２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン、２，６－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルヒドロキノン、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキシアニソール、リグノスルホン酸及
びこれらの塩、並びにこれらの混合物からなる群から選択され得る。
【０１１９】
　本明細書に記載の洗浄組成物はまた、水溶性ビタミン及びその誘導体、水溶性アミノ酸
並びにその塩及び／又は誘導体、水不溶性アミノ酸粘度調整剤などのビタミン及びアミノ
酸、染料、不揮発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び非水溶性）、真珠光沢助剤、殺シラミ剤
（pediculocide）、ｐＨ調整剤、防腐剤、皮膚活性剤、日焼け止め、ＵＶ吸収剤、ナイア
シンアミド、カフェイン、並びにミノキシジルを含有し得る。
【０１２０】
　本発明の洗浄組成物はまた、Ｃ．Ｉ．名を有するものなどの水溶性成分を含め、ニトロ
ソ、モノアゾ、ジスアゾ、カロテノイド、トリフェニルメタン、トリアリールメタン、キ
サンテン、キノリン、オキサジン、アジン、アントラキノン、インジゴイド、チオンイン
ジゴイド、キナクリドン、フタロシアニン（phthalocianine）、植物の色、及び天然の色
などの顔料材料含んでもよい。
【０１２１】
　本発明の洗浄組成物はまた、抗菌剤を含有してもよい。カチオン性活性成分としては、
ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、アルキルジメチルエチルベンジル
アンモニウムクロリド、ジアルキルジメチル四級アンモニウム化合物、例えば、ジデシル
ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジデシル－Ｎメチル－ポリ（オキシエチル）ア
ンモニウムプロピオネート、ジオクチルジデシルアンモニウムクロリド（臭素などの無機
又は有機対イオンを有する塩化ベンゼトニウム及び四級アンモニウム化合物などの四級種
も含む）、カーボネート、若しくはジアルキルジメチルアンモニウムカーボネートを含む
他の部分に加えて、抗菌アミン、例えば、グルコン酸クロルヘキシジン、ＰＨＭＢ（ポリ
ヘキサメチレンビグアニド）、ビグアニドの塩、置換ビグアニド誘導体、四級アンモニウ
ム含有化合物の有機塩、若しくは四級アンモニウム含有化合物の無機塩、又はこれらの混
合物を挙げることができるが、これらに限定されない。
【０１２２】
　一態様では、任意に上記表面又は布地を洗浄及び／又はすすぐ工程と、上記表面又は布
地を本明細書に開示する任意の組成物と接触させ、次いで、任意に上記表面又は布地を洗
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【０１２３】
　このような表面又は布地の乾燥工程は、家庭環境又は工業環境のいずれかで使用される
、一般的な手段のうちの任意の１つにより実行することができる。布地は、通常の消費者
による又は業務用の使用条件で洗濯することができる任意の布地を含んでもよく、本発明
は、セルロース基材に好適であり、いくつかの態様では、ポリエステル及びナイロンなど
の合成織物、並びに合成及びセルロース系の布地及び／又は繊維を含む混紡の布地及び／
又は繊維の処理にも好適である。合成布地の例は、ポリエステル、ナイロンであり、これ
らは、セルロース系繊維、例えば、ポリコットン布地との混紡布中に存在し得る。溶液の
ｐＨは、典型的には、７～１１、より一般的には、８～１０．５である。本組成物は、典
型的には、溶液中５００ｐｐｍ～５，０００ｐｐｍの濃度で使用される。水温は、典型的
には約５℃～約９０℃の範囲である。水の布地に対する比は、典型的には、約１：１～約
３０：１である。
【０１２４】
　試験法
　ロイコ着色剤の分別染色値（ＦＳＶ）を求める方法
　ロイコ着色剤Ｃ及びその対応する酸化染料Ｄの両方の原液を、メタノール中２．００×
１０－５モル／Ｌで調製する。第１のシリーズの綿布（Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ，Ｉｎｃ
．（Ｗｅｓｔ　Ｐｉｔｔｓｔｏｎ，ＰＡ）；スタイル４０３、１００％綿、２”×２”に
切断）を、２×１．０ｍＬのロイコ着色剤Ｃの原液で処理し、布地の各小片が２つの複製
物を含むように、２つの１．０ｍＬの体積をそれぞれ綿布上の別個の位置に置く。第２の
シリーズを同様に２×１．０ｍＬの酸化染料Ｄの各溶液で処理する。
【０１２５】
　一連の綿布を暗所にて２０℃で放置して２４時間乾燥させ、各綿布の２つの複製物の平
均として、Ｌ＊、ａ＊、及びｂ＊を測定する（Ｄ６５光源を用いたＣｏｌｏｒ　ｉ７分光
光度計、ＵＶ除外）。これらの測定値から、以下の等式に従って各種（ロイコ着色剤Ｃ及
び酸化染料Ｄ）について色の変化ΔＥ＊を計算する。
　ΔＥ＊＝（（Ｌ＊

ｆ－Ｌ＊
ｉ）２＋（ａ＊

ｆ－ａ＊
ｉ）２＋（ｂ＊

ｆ－ｂ＊
ｉ）２）１

／２

　（式中、下付き文字ｆ及びｉは、それぞれ、最終（乾燥後）及び初期（処理前）綿布を
指す）。
【０１２６】
　分別染色値（ＦＳＶ）を、以下のように計算する。
　ＦＳＶ＝［（ΔＥ＊Ｃ）／（ΔＥ＊Ｄ）］×１００
【０１２７】
　好ましいロイコ着色剤は、約９０未満、又は約８０未満、より好ましくは約７０未満、
又は更には約６０未満、最も好ましくは約５０未満のＦＳＶを有する。
【実施例】
【０１２８】
　５００ｐｐｍ～１．０ｐｐｍの濃度範囲のメタノール中で、ロイコ着色剤Ａ及びトリフ
ェニルメタン染料Ａ’の両方の原液を調製した。材料の構造（染料Ａ’のクロリド対イオ
ンを除く）を以下に示す。
【０１２９】
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【化４】

【０１３０】
　第１のシリーズの綿布（Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ，Ｉｎｃ．（Ｗｅｓｔ　Ｐｉｔｔｓｔ
ｏｎ，ＰＡ）；スタイル４０３、１００％綿、２”×２”に切断）を、２×１．０ｍＬの
ロイコ着色剤Ａの各溶液で処理し、布地の各小片が２つの複製物を含むように、２つの１
．０ｍＬの体積をそれぞれ綿布上の別個の位置に置いた。第２のシリーズを同様に２×１
．０ｍＬのトリフェニルメタン染料Ａ’の各溶液で処理した。
【０１３１】
　一連の綿布を暗所で放置して２４時間乾燥させ、各綿布の２つの複製物の平均としてＬ
＊、ａ＊、及びｂ＊を測定した（Ｄ６５光源を用いたＣｏｌｏｒ　ｉ７分光光度計、ＵＶ
除外）。これらの測定値から、以下の等式に従って各種の各濃度で色の変化ΔＥ＊を計算
した。
　ΔＥ＊＝（（Ｌ＊

ｆ－Ｌ＊
ｉ）２＋（ａ＊

ｆ－ａ＊
ｉ）２＋（ｂ＊

ｆ－ｂ＊
ｉ）２）１

／２

　（式中、下付き文字ｆ及びｉは、それぞれ、最終（乾燥後）及び初期（処理前）綿布を
指す）。濃度の関数としてのΔＥ＊値を表１に表として示す。
【０１３２】
【表１】

【０１３３】
　ロイコ着色剤を０．０１重量％でヘビーデューティー液体洗剤に配合した場合、この洗
剤で前処理した布地を、１００ｐｐｍのロイコ着色剤を含有する洗剤に曝露する。
【０１３４】
　ロイコ着色剤Ａは、ほぼ同モル量のトリフェニルメタン染料Ａ’によって引き起こされ
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る濃度が高くなるほど、予測される量に対して発現する染みの程度が低下する。これは、
ロイコ着色剤ＡのΔＥ＊をトリフェニルメタン染料Ａ’について測定されたΔＥ＊の百分
率として表す表２に明らかに示されている。
【０１３５】
【表２】

【０１３６】
　布地に付着した高濃度のロイコ着色剤は、予測される量の染みを発現しないので、ロイ
コ着色剤を含む洗剤による布地の前処理は、トリフェニルメタン染料などの従来の染料を
同様の濃度で使用した場合よりもスポット状の染みを引き起こす可能性がはるかに低い。
したがって、洗浄プロセスを通して付着する濃度などの低濃度のロイコ着色剤が布地に付
着する場合、青色染料に変換されるロイコ着色剤のパーセントがかなり高く、その結果、
ロイコは、意図される洗浄プロセスを通して送達されたときに有効であり、前処理として
使用されたときにスポット状の染みが著しくつきにくくなる。
【０１３７】
　配合例
　以下は、本開示に係る洗浄組成物の例示の実施例であり、限定を意図するものではない
。
【０１３８】
　実施例１～７：重質液体洗濯洗剤組成物。
【０１３９】
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【表３】

　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づく。酵素濃度は、原材料として報告される。
【０１４０】
　実施例８～１８：単位用量組成物。
　これら実施例は、単位用量洗濯洗剤用の様々な処方を提供する。組成物８～１２は、１
つの単位容量区画を含む。組成物を封入するために使用されるフィルムは、ポリビニルア
ルコール系フィルムである。
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【０１４１】
【表４】

　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づく。酵素濃度は、原材料として報告される。
【０１４２】
　以下の実施例では、単位用量は３つの区画を有するが、同様の組成物を２つ、４つ又は
５つの区画で作製することもできる。区画を封入するために使用されるフィルムは、ポリ
ビニルアルコールである。
【０１４３】
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【表５】

【０１４４】
【表６】

　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づいて、酵素レベルは原材料として報告する。
【０１４５】
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【表７】

【０１４６】
　本明細書にて開示された寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定されるもの
として理解されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法は
それぞれ、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意
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図されている。例えば、「４０ｍｍ」と開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するこ
とが意図される。
【０１４７】
　相互参照される又は関連する全ての特許又は特許出願、及び本願が優先権又はその利益
を主張する任意の特許出願又は特許を含む、本願に引用される全ての文書は、除外又は限
定することを明言しない限りにおいて、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求される任意の発明に対する先行技
術であるとは見なされず、あるいはそれを単独で又は他の任意の参考文献（単数又は複数
）と組み合わせたときに、そのような発明全てを教示、示唆又は開示するとは見なされな
い。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、参照することによって組み込ま
れた文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本文書におけるその用語に与えら
れた意味又は定義が適用されるものとする。
【０１４８】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正を行うことができる点は当業者には明白であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
に網羅することが意図されている。
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